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Abstract: The writers surveyed the Quaternary System and archaeolgical sites in the whole

Kochi Prefecture, Southwest Japan, and the followings are concluded: The Quaternary System

was classified and described, and the environmental changes were clarified. Then the oldest

archaelogical site was the Okutani-minami relict of about 20,000 ybp of the Latest Glacial

(Wiirmian) Age of the Late Pleistocene, consisting the Lower Terraces, as well as the Holocene

strata forming the Alluvial Plains.

　And the archaeolgical sites were as f0110ｗｓ: the Paleo-Lithic ones were about 30 sites, the

Jomoian ones about 200 and the Yayoian ｏ叩ｓabout 400.

　The Paleo-Lithic relicts were fluent in the western and central parts derived from the East

Kyushu. The Earlier Jomonian sites showed the cultural interchange with South Kyushu, while

in the Middle age the cultural interchange with Central Setouchi was found with the import of

Kanaya sanukite (bronzite andesite). And in the Yayoian Age, the Setouchi Culture came down

to the famous Tamura Complex Relicts with the Middle Jomonain to Yayoian, and the culture

was spread out to the both west and east of KochiﾄPrefecture.　　　　　　　　十

キーワード：高知県　第四系　段丘堆積物　環境変化　考古学遺跡◇旧石器　縄文　弥生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに　一一　　　　　　　　ﾄ

　環境とは自然環境と人工環境とに大きく２分されるが，前者め自然環境としては水陸分布の変化

に象徴される環境変化である．一方，後者の人工環境とは第四紀と呼ばれる, 180万年前から現世

までの地質時代以降に特に顕著に出現した，人類による自然改変の力が大きくなうた特殊な時代で

あり，これらは主として考古学の分野で人類活動の諸遺跡・遺物などとして解明・研究されてきた.j

　そして，水陸分布の変化に象徴される自然環境め変化については，筆者の１人，満塩は1966年に
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高知大学に赴任=しで以来，△調査を開始jしてきﾉで主七]して四国全体:の=陸上部を宍中心

更に，第四系は徳島県下でも殆;どすぺでの主要河川流丿

域でも＼それらﾉを]総括し29)30)更には,]愛媛県め殆ど仝細

四国地方の第四系を明らかに/しためTさ∠南西部九州･ p

紀め環境変化を検討=してきた岬や)レまたJi:満塩ほかは海

第四紀における海水準の変動も)検討しでﾚきた35) -39)ﾑﾚヶj＼;……:万万･...
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●.･.＝J･S･~ﾐ=ﾐｰ･･一一　　--･-　・･=･--･･=･･第四系と関連して過去の旧海岸線と｣日河川水路の

系の環境変化を追求しているなかで√考古学的lな

化学分析の成果にういても述ぺてい右自9ペレユ

　また,∇筆者の¬人√＼出原は1987年頃から現在ま

ところで，考古学的研究については,〉岡本73）

の後，ﾚ1990年代にな＼つて√埋蔵文化研究セン=ター

　そ=こで√/以下1には現在までのこれこらめ総括として4ｹ………

れる第四系の環境変遷史レ及び√考古学的成果の誘結

旧石器時代の約20,000年以降め南国市め奥谷南遺

の最終ﾉ(ウルム)＼氷期であらて√以下にも＼これ以F
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120kmもあって，これに直交する奥行きは約60kniあって,上内湾度は0.5の開口湾である．湾入深度は

約一900mの深海湾で，湾と言うよりむしろ，ガルプと呼ぶべきものであるトまた,=土佐湾の陸棚

は平坦面がよく発達し，四国の陸沿岸から南海舟状海盆（トラフ）に向かって発達し，この陸棚の

約70％が水深100m以浅の部分によって占められている.コ大陸棚外縁の水深は－120～－!70 m で．

そこから西方または北方向に発達している．中でも，陸柵は土佐湾丿陸棚平坦面と命名し，その幅は

北東部の陸棚に対して，南西部のそれは約3倍もある（図２）にまた,=海底表層の堆積物は主として，

SOOm.

1000 m

図２　土佐湾の海底地形（満塩, 1976)*

　　　数字は水深（ｍ）▽　：

牒・砂・泥からなり√一部に貝殻破片も含む．　　　　　　　　＼　　　　　　　づ　土

　一方，陸上部では，四国の地形はほぼ東西方向の地質構造線に特徴づけられていて，山地・丘陵・

段丘・沖積平野からなるが，河川系と完新世(沖積)平野は図=1に示すように，ほﾉぼ東西に発達し

ている．また，高知県では山地が特徴的で約1,000m以下の高度で連なり√また，丘陵地は数100m

の高度で連なる(図ｉ)．　∧　　　　　　　　　　し　犬　　　　　し　　　　　　犬　　　▽

　これらのうち，山地・丘陵の地質については，全体の基盤地質として累帯構造が特徴であり√北

部から主に三波川帯の変成岩類・御荷鉾緑色岩類及び中部は秩父帯，更に，南部は四万十帯白亜系・

第三系に特徴づけられる．そして，丘陵のごく一部を形成する先段丘は√第四紀の前期更新世(約

180～80万年前)の砂裸層からなる．また，段丘はふつう４～３段みられ，これら/は中期更新世(約

80～14万年前)の高位段丘及び後期更新世(約14～丁万年前)の中位段丘・低位段丘である(図３)．

これらの段丘を構成している地層群は主として半固結あるﾀﾞいは未固結の砂裸層であり，‥これらは一

般に薄く，また，堆積物を欠く浸食面の場合も多い．また，沖積平野は完新世(約１万年前－現在

まで)の完新(沖積)層からなる．　　　　　　　　ト　　ニ　し　　　　　　ト　‥‥‥‥‥

　また，石器などの石材としては，各時代において，各地質帯の現地に産する岩石類や各河川底の
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表１　四国の第四系対比表

地　域 北　　　四　　　国 中　四I国ぺ ；　　　　南　四　国(高知県)

時　代 愛　媛　県 香　川　県 徳島．県。 ご東南部　　　中央部　　　西南部

第

四
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新
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層下部層
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更
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　（ＭＩ）　Ｊ
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　津岡　　　　　　次　鞭

　層層　土佐山田層　層　　層

　レ　　　　　　能植　　　足*平*

生*元今羽乖叶*　茶田　　　摺野

見層根本　山層　　　層層

汗層　～層層　層

中

期

　　　上本本

双**　芋　　影**

海　　地　　平

層　　層　　層

高位段丘**
　裸　　層

中西層**へ

　　　　　　　　久**

　　二　　　　　城叫L琴**新*秦脚*

　　　　　　　山田平　田見

久礼岩層**層層層　層層

　　　↑

八*高水　横*一*

倉野分　吹木
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　履　　　　履

　　　↑
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　三豊Ｇ

　　　↑

土　犬　　　　プ

　高瀬谷川

　層ｙ

柱　　　　　二二

　中上層

Ｇ＾

　　　↑

　森一山層　二

ご　　↑

　舟場層

ノ楠山暦　　↑　　　　↑

　　　↑

芸安芸暦　　　万

西:和食暦　　　々　瑳

Ｇ城本暦＊　　層　　　以布利層

　　　↑●　　　　　詑

唐　　　　　　　　　　　旭層

ノ　穴内層＊　　　Ｇ　鹿島層＊

浜一　　　．

･Ｇ二登暦＊

前

期

第

一一一

紀

鮮

新

世

後

期

Ｇ：層群　＊海成層を含む．**クサリ裸を含む．＊扇状地性裸層を含む．

裸を原材料にしている物が多いが，時代が経過するど九州一八瀬戸内地方などからの交易によって流

入してきた石器もみられるようになる．　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　各時代の環境変遷を示す諸地層、

　第四系の諸地層の総括についは既に述べている18) 19)ので，それらの文献を参照されたい。そこで、

本論では後期更新世の中位段丘形成以降の、特に考古学では旧石器；縄文・弥生り各時代の環境変

遷を表している諸地層について詳細に述べる(表1仏　　　　　　　　　　ニ

　なお，高知県は東西に長いので，以下には考古学に関する記述り章と同様に，Ａ)西部)・Ｂ)中

部・C)東部の順に，古い時代から述べる．
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１)後期更新世＝中位段丘構成層(14万年前～５万年前)　図３Ａ

Ａ)西部，足摺方面では；広大な海成中位段丘を形成する足摺層・平野層などがある．また，中

筋川流域には中筋層・戸内層がある．足摺層(高度約60～20m,層厚約10 m十；三本・満塩, 1981)

・平野層(満塩・古川, 1988)は，下部の古崖錐堆積物・中部の砂層･上部の海浜裸からなる．中

部の砂層から貝・サンゴ・有孔虫などの化石類を多産する．これらの貝化石のうち, Chama sp.

のアミノ酸年代測定により, 138,600YBPの値が得られた22) 23)上部の黄褐色海浜裸は足摺半島周

辺に広くみられる海成中位段丘面を

作り，半島先端部がより高くなって

いる．平野層は四万十川河口の北岸

付近から大方町まで達する．基盤に

不整合に古崖錐がのり√その上に砂

層・泥層が，最上部に傑層がのる．

砂層・泥層から貝化石などを多産す

る，また4泥層の花粉分析結果では

Ｐｉｎｕｓ・Ｆａｅｕｓが多く，暖帯性の

£瞎ぴｓ£roemiaや，同じく暖帯性

シダのＧｌｅｉｃｈｅｎｉａ・Ｐtｅｒiｓの「と

も棲み」がみられる．既に指摘して

いるように，本層には２回の赤色風

化を受けた時期があり（高知第四紀

研究グループ, 1972),下部は1犬回

目の風化を受けた間氷期に対応しレ

上部は２回目の風化の亜間氷期に対

応される可能性がある．

　また，中村市と宿毛市のほぼ中間

には，下位より，古崖錐.･中筋層・

戸内層があり，ここでも粗→細→粗

の堆積サイクルがみられる．戸内層

は非海成裸層で，中筋層は海成泥層

であって，Ｏｓtｒｅａ ｆｉｉ＾ａｓなどの貝

類や有孔虫・花粉などの化石を産す

る．花粉化石はj）ｍｕｓ ・Ｆａｇｕｓ　･

Ｃａｒｐｉｎｕｓなどの北温帯種と, Cyc-

lobalanopsis・£argers£ｒ叩肌沁・

Ｐｏｄｏｃａｒｐｕｓなどの暖温帯性種と

Ｇ餓Ｃ加雨αなどの暖帯性シダ胞子

があり，平野層と同様の「とも棲み」

現象がみられる．中筋層は古土佐湾

海進時の湾入を示し，この時期には

中村市と宿毛市は古中筋チャンネル

で連続していた（図9）.

　　　　　　　　　　　　　　　麗麗の中位段丘ぽ成●分●�

世奥県の吉野川流域ではＭＩ・Ｍ・を含む．地層名がないのは中ｌ段丘構成層.

｛北四国｝轟f1中位段丘購成肩Ｘよこ寓野川層1;内の哺層・＝小酉野々m /:≫松川槽

　　　　　,:広岡●

（中四圃ＩＶ：皐田≪(Ml)・東川原a (MQ)を含t，・:大願●（本山麓皿）

（南四国）i:生見珊，：榛名珊．：元層ｌｉ羽根槽曇ｚ叶水槽･:總某山m b:岫原層

　　　　　赫＝窪川●｛川奥●を&0)･Ｓ:�万十川Ｓ：平野珊

　　　　　・ｓ足摺層　　　犬

四国の第四系．

　　　　　　　　　　　　　四調の皿位及丘構皮●分布�

　　愛媛県･高知県ではLI・LIを含tr. Jt層名かないのは低位及丘構成・.

　　{北四国IT:ｌ位段丘鳩成尉，Ｋ:皿音寺，S:重傷川，席亭zl。:川上≪. Ｎ．:中皿

　　　　　　≪. u･:廸重層.

　　【中四国】Ｙ:古野川.1:･聾川磨..:上奈８●

　　{南BB] Mr:物略川パリヤー，Ｒ:栢石盆地,。z室津・.lz叶mm. o:越知盆地.1

　　　　　　=井関≪. Si:碧万十川.Ｓz弘爾●.．:憚鞭層

図３　四国の第四紀後期更新世の中位段丘・低位段丘構成の

　　　　地層分布図　　　　　　　　　　し

　　　　Ａ，中位段丘構成層(約14万年前)

　　　　Ｂ，低位段丘構成層(約４万年前)
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B)中部，高知市周辺～物部川流域付近では；非海成の中位段丘を構成しているよ物部川流域では

全域にある：上流部の根木屋層，中流域の有瀬層，下流域の佐野層である．また，根木屋層(分布

高度約300～250 m,層厚約10m)は半クサリ律からなる．有瀬層(分布高度約190～140 m,層厚約５

ｍ)も半クサリ律からなるレ佐野層(分布高度約100～50m,層厚約5 m)は亜円状の半クサリ律で，

上部に黒ボクがのる．上韮生川流域の韮生層(分布高度約330～200m，層厚約10m)は黄褐色亜円

状の新鮮～半クサリ律層からなり，層間に泥層を挟む．また，山間小盆地での谷相層(分布高度約

340～310m,層厚約５ｍ)は，半クサリ～クサリ律からなり，盆地の中心に向かって斜めに配列し

ているに本層は２部層からなり，律種は上部層では砂岩が多く，下部層ではチャートの占める割合

が大きい．なおレ図４には県下で最広の香長平野周辺の第四紀地質図のみを示している．　ト

　領石盆地では植田層(高度約60～45 m,層厚約５ｍ;高知第四紀研究グループ, 1974)であり，殆

ど大部分は傑層であるが√下部には約ｌｍの泥層があり．花粉分析結果ではﾒ出£zｓ°Ｃｏりlus ･

Quercus･IJlinｕｓが多く，その他にＦａｇｉ↓ｓ･Pinus･Abies･Picea･７s昭α･Cryptomeriaがあって，

氷期を示す．

　中央部の高知市では大谷層・能茶山層があるが，後者(分布高度約20～5 m， 層厚約10m十)は

下部は巨傑層で，中部は暗灰色泥層で，上部は中～細律層となり，粗・細・粗め堆積サイクルがみ

られる，中部の泥層は江戸時代から続く｢尾戸焼｣の原料であり，その花粉分析結果はAbies ･

Ｔｓｕｇａ･Ｂｅｔｕlaなどの針葉樹と, Symplocos･Cyclob�anopsisなどの広葉樹の｢とも棲み｣を示す．

　また，大谷層(高度約20～:10m,層厚約10m十；満塩ら, 1966)は律層と泥層からなり，前述の

ように，これらの地層も古仁淀川の東流を示す．　　　　　　　　　　し　ニ　　　　レ

ニなお，仁淀川流域の佐川・越知盆地にも，中位段丘構成層があるが，ここでは省略する．

Ｃ)東部，室戸半島方面では；海成中位段丘は局部的で，約20～10mの面を形成し，これらは西

よりｊ叶木層・羽根層・元層・椎名層・生見層があり，古土佐湾海進にょって堆積したものである．

叶木層(分布高度約10皿層厚約５ｍ)は狭長な平坦面を作り，砂律・泥の互層で，後者からは

Ｇｌｅｉｃｆｉｅｎｉａなどの暖地性のシダ・Ｍｗｉｃａなどの暖地性の花粉・貝類・キチン質有孔虫などの諸化

石を産する．また√羽根層(分布高度約20～10m,層厚約10m)は主として円傑層からなる(満塩・

安田, 1989).元層(分布高度約20～10m,層厚約５ ｍ) は黄褐色の半クサリ砂傑層からなる．更

に，室戸半島の東岸では，椎名層(分布高度約10m,層厚約５ｍ)は，黄褐色の半クサリ海浜律層

からなる．東端の生見層(分布高度約15～10m,層厚約５ｍ)も, yellow t･ｕffを基質とした海浜

裸で，基盤の第三系砂岩にのっている．なお，物部川河口の東部付近には，図４の説明文にあるよ

うに，中位段丘の浸蝕平坦面が東部の赤岡町付近までみられる．

　以上は，本論の基本となるもので，次には低位段丘について述べる．　　　　ト

2‥）後期更新世＝低位段丘構成層（５万年前～1万年前）ﾌﾟ　図３Ｂ

Ａ）西部，足摺方面:し四万十川流域の弘瀬層（分布度約210～40m,層厚約４ｍ）のみがあり，新

鮮な傑層である．下流域に低位段丘が無いことは，この川は別の方に流れていたことを示す．

　また，大方町の浮鞭付近め浮鞭層（分布度約10m,層厚約２ｍ）はかなり締った新鮮な裸層で，

上部に黒ボクをのせる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

Ｂ）中部，高知市周辺～物部川流域付近～本山盆地：ここでは特に，考古学的に重要な物部川流

域について述べておく（図４）．なお，この川の古流域が特に縄文人・弥生人の生活に影響してい

ると考えられるので，この河道の変遷を図８に示しておく．この川の上流域の影層，中流域の美良

布層，下流域での２段の低位段丘裸層Ｉの土佐山田層・低位段丘裸層IIの古町層であり，上韮生川

流域では大栃層，山間小盆地では中谷層が低位段丘構成層である．　　　　　　犬
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　=影層ﾉ(高度約510-ヽ-200 m,層厚約10m) (i亜円丿円状口新鮮な禅層低………レプキ=ﾘ犬ｼﾞjクズの色相は灰

黄褐色である.‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥＼………＼………＼……=1……く<ﾉ………y∧くﾉ::ll∧ﾄ………＼…………ﾚｹﾞ＼………,=　　　＼　．

　美良布層(高度約i70～90m／層厚約10m)は上昇にﾉ旧幕本夕＼釣り]石ｿﾞ円舞層ｿｻが=あ＼もこれは中流域

に珍しぐ広い平坦面を構成し√この上に美良布

　ﾚ低位段丘LIの土佐山田層(高度約如よ15in,:層厚約S

結度はルヤズで，この層の上には黒ボクがの=つﾚでいるﾚ)l

ある.)=また,上本層(ｵ)下位には泥層が含まれ,十花粉分析結

野市町の物部川左岸(東岸)=側にも広く＼みられレ層厚

　低位段丘L:Hり古町層ﾄ(分布度約30:ト20�√層厚=約ﾉ

黒色で√上部に淡色め黒ボダノ(〉2次黒ボク)がのづ]で

：　　大表２　高知県下め完新世の万自然環境変化ニノ

犬年　　六時　＞代………岩∧柑∧　ニ環＼境∧ﾚ……↑宍
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を間に挟む裸層であ

暖
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j終(ﾉｳうレム=)氷期を表し，

分析の結果も寒冷な気候

儒層ﾄ(高度約13m,層厚

ぱﾋﾟｰﾄj層で,=叶木層を

唯積しずお/り,＼花粉分析

陪隔（Ｐｉｃｅａなどの寒冷

｢を示している｣(満塩・野

沖積層{！万年前～現

断層宍(呻積層)･からな
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る，いわゆる沖積平野を形成している．これは高知平野(形態からは，半盆地と呼ぶべきである)

を合わせた香長平野以外には広いものはないので，ここでは県下全体について述べる(図５)．な

お，室戸・安芸・芸西・高岡・須崎・中筋川流域・宿毛などにも狭い沖積平野がある．

　本層の下部は室津川の河岸に露出している(満塩ら, 1971).芸西平野は北から南に向かって，

ほぼ三角形をなしているが，これは典型的な扇状地状の地形，及び，後背湿地Back-marshと裸シ

Gravel spit の地形がみられる．また，物部川河口付近の上平における露頭では，牒の形状は円～

超円裸であり，色相は灰色で，マトリックスは砂質である．領石盆地では常通寺高層である(高知

第四紀研究グループ, 1974)レ

　これらの沖積平野下の地質については，主要な平野の地下地質構造を図５に示している．これら

の詳細は満塩(1998)"'を参照していただき，ここでは表２・３に区分表を示す．これらを簡単に総

括すれば，完新続(沖積層)は中村･満塩ら(1972),満塩ら(1977)と小椋・満塩ら(1989) ,及び，

満塩(1998)が四国全体や高知県全体について総括しているように，最下部・下部・上部の各部層

からなる．更に下位には，高位段丘から低位段丘に相当する各堆積物がある(満塩ら, 1988;小椋

３
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図５　高知県における主要な沖積平野下の地下地質

１，安芸平野　２，香長(高知)平野　３，土佐市高岡平野　４，中村平野

Ｔの後期鮮新世～前期更新世は先段丘構成層で，地下では仁淀川河口付近以外はみられない。なお，高岡平野

などの詳細は文献16を参照。
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環境の具体的な変遷＼

　これらのことから以下には，特に，後期更新世以後の土佐湾周辺の古環境を復元しよう．

　その前提として，図６の１(上段)には，南四国=におけるネオyテグドニデクスを示しているが，

これにようて後期鮮新世から前期更新世にかけて，土佐湾周=辺の陸上==･海底の地形・地質がどのよ

うにして形成されたかが分かる.しまた，図７には中位段丘を形震した古土佐湾海進以後の海水準の

変動を示している．

　これらを平面的に示したのが図９・図10であるが，前者め上段で八)〕は先段丘構成層め後期鮮新

～前期更新世である東部の芸西層群・西部の嵯陀層群が形成された頃の古地理を示す．この時期に

は古土佐川(古仁淀川は西方から高知市を通過して√東流しト高位段丘め城山層及び中位段丘め能

茶山層を堆積させた)は高知の半盆地を形成し，古物部川ど後川付近で合流していたと考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　二十方↓四万十川の中・上流域には
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ノら東方に流れていたのが，中位段

レ丘形成後に極めて大きな変動を受

ニけて，流路を現在のように東から

：西方に流れでいるような大変化が

ダ想定されるがレ更に南方には古中

＼筋チャンネル(海峡)があって，

二中村市と宿毛市はつなかっていた.

＼　ﾚ更にレ中位段丘形成時には古土

ノ佐湾海進があり，約30mも海水準
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図６　南四国の土佐湾周辺におけるネオテクトニックス（Ａ）及び

　　　海水準変動（Ｂ）の概念図　　　　　　　　　　　　　＜　才

が現在より高かった．この頃の古

地理は図９め下段(Ｂ)に示すよう

に，古中筋チャンネルは依然とし

て存在し，足摺方面には広大な海

成中位段丘を形成していたが，東

＼部では上昇的な傾向のために，局

：地的に分断された海成中位段丘を

ノ構成している叶木層・元層・羽根

＼層ﾉ･生見層などが点在しているに

過ぎないのである．

　　ついで，図10には最終(ウルム)

氷期最盛期(1.9万年前)以後の最

太め海退か起こった際の古海岸線

　を示している．これによって，土

＼佐湾の陸棚平坦面が形成されたが，

ニ東部の室戸側では狭く，西部の足

上摺側ではその約３倍もある広大さ
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を示している．また，地形につい

ては，西部では平常であるが，東

部では上昇的であることを示して

いる．それ故に，東部の室戸側で

みられる「棹山面」・「舟場面」

は古くて，前期更新世としている

のである．つまり，低位段丘面形

成の頃には，海水準が約一140m

も低下するような氷河期で寒かっ

たので，陸域が拡大していたこと

が分かる．

　最後に，図10の下段（Ｂ）には１

万年前の古環境を示すが，この年

-

-1

平野層中位段丘

低位段丘喋層Ｉ

土佐湾大陸棚面

　　　-140 ｍ

（
宿
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湾
・
能
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湾
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）

図７　土佐湾周辺での海水準変動の概念図

低位段丘裸層Ｉ＝土佐山田層，低位段丘牒層皿＝古町層

77

深

代は更新世と完新世との境の年代であり，考古学的には旧石器時代と縄文時代とのほぼ境界の年代

である．

　これらを総括して，土佐湾周辺から解明された海水準変動の概念図は図６・７である．これによっ

て，高知県の第四系の段丘や沖積平野などの形成史や理由がわかる．

　これに対して，地震や津波などのように，急激に起こる海水準・地盤の変動がある．これらをま

とめて，図６には南四国の土佐湾沿岸でのネオテクトニックスについて示しているが，これから，

前期更新世から高位段丘形成時までには，穴内・唐ノ浜・櫨山の３つのスラスト（逆断層）があり，

変動が大きかったことを示している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　環境変化の一証拠一物部川旧河道(チャンネル)の変遷

　航空写真から判読した物部川の旧河道チャンネルの変化は，図８のように，旧河道は前述の古物

部川と密接に関連している．中位段丘形成までは，新改を通って領石盆地に至っていた古物部川は，

最終(ウルム)氷期以後には現在の南国市の平野を南下するようになうたが，この主流は現在の位

置より西方を流れて，高知空港西の後川に連なづていたものである．一方，古物部川から新改川に

連続していた旧河道は，新改付近を南西方に進み，北西からの領石川と比江付近で合流していた．

しかし，これらの旧河道の地下には，前述した古仁淀川と合流していた更に大きな河川(古土佐川)

が後川付近で合流していたと考えられる．更に，浦戸湾はまだ土佐湾には開いていなくて，それ故

に，植物学会で顕著な事実である，菊属の分布が物部川を挟んで東西において，シオギクとノジギ

クのように，それらの種類が違うことが合理的に説明できるのである．　　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　海水準変動による環境変化

　図５には高知県下の主要な沖積平野下の地質構造(小椋・満塩ら, 1989)を示している25)これ

らの内，安芸平野は土佐湾に直接而しており，香長(高知)平野・高岡平野・中村平野は直接には

海に而していない．しかし，４者とも地下の構造はほぽ共通していて，完新世の沖積層の下位には

更新世の低位段丘構成層があることである．そして，高知平野の半盆地の地下では，更に中位段丘

構成層(地表では能茶山層)や弘下台の地下にみられる高位段丘構成層(地表では城山層)が存在し

ていることである．これらによって，現在の仁淀川は中位・高位段丘が形成される頃には，束流し
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図８　物部川下流部における旧チャンネル変遷図　　　　　　　　　ノ　　　Ｉ

　北部は領石盆地で，高位～低位の段丘かあり，複雑な旧チャンネル群がみ

　られる．物部川下流部流域では香長平野で，高位～低位の段丘があって，

　旧チャンネル群は北東から南西方向に発達しているが，後述の田村遺跡付

　近では安定していることが分かる．　　　　　　　　　　　‥　ニ‥万………1　レ

ていたことは前述した．

　更に，高岡平野をほぼ東

＝　流する波介は，現在の仁

　淀川を横切うて，春野町

　の新川川に合流して，土

　佐湾に流入していた．

以上により，各平野下

　でも，また，地表上の段

し丘でも，各地層は海と陸

∇　のせめぎあいによって形

し　成されていることがわ

ｌ　かる．そこで，海が陸

ニに浸入する現象を海進

ニ　Transgressionと呼び，

ｙ　反対に，海が退く現象を

つ=海退Regressionと呼称

．している．たとえば間氷

　斯のように，気候が暖か

……くなって海水準面が上昇

　　して海進が起こり，氷期

　　では反対に寒くなって，

　　両極や山岳氷河が発達す

　　ると海退が行われること

　　になる．これは氷河制海

,=ﾉ水準変動と呼称されてい

ノ　る．他には地盤の緩慢な

二上下運動もあり，これは

ダ　ヱパイロジヱニシス

　Epirogenesisと呼ばれ

　ている．

　　一方，地震活動による

急激な海進(津波)によっ

○ても，水陸分布の変化が

　劇的に起こることはよく

レ　知られている．

　次には，考古学的事実についも，高知県の西方から東方ぺと:，すなわち，Ａ)西部・Ｂ)中部・Ｃ)

東部の順に，また，年代は１)旧石器時代から，幻縄文時代,ダｙ)弥生時代について，次章に順番

に述べるレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ‥‥‥　　‥

　　　　　　　　　　　　旧石器時代～弥生時代の遺跡分布ニ。

高知県下における考古学的遺跡のうち，ここでは,‥‥1）旧石器時代｡２）縄文時代・３）弥生時代
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図９　土佐湾周辺での古地理の変化，Ｉ

Ａ，先段丘形成時の頃(約80～20万年前)Ｂ，中段丘形成時の頃(約20～14万年前)

表３　高知県下の主要な考古学遺跡の年代表

時代 地
層
花粉帯 靉 考古学年代 主要遺跡の名称

第

四

紀

完

新

世

上

部

完

新

統

ＲⅢｂ

　1500

2250～

　2350

　4000

　6300

　8000

　10000

古墳時代

　以降

ＲⅢａ

弥

生

時

代

後　期

小鼓遺跡(南国市小龍)

　　　　　　　　　　　　　　　　　田

下ノ坪遺跡(野市町下ノ坪)

龍河洞遺跡(土佐山田町龍河洞)

　　　　　　　　　　　　　　　　　村

下分遣崎遺跡(香我美町下分)

百分増井遺跡(春野町西分)　　　　　遺

中　期

前　期

縄

文

時

代

晩　期 　中村貝塚(中村山手通)　　　　　　跡

　松ノ木遺跡(本山町松ノ木)

　宿毛貝塚(宿毛与市明)

飼古屋遺跡(土佐山田町飼古屋)

十川駄場崎遺跡(十和村十川駄場崎)

不動ケ岩洞穴(佐川町西山)

[愛媛県上黒岩岩陰遺跡，第６層]

後　期

中　期

中

部
Rn

前　期

早　期

下

部

草創期
RI

更
新
世

後

期
Ｌ 旧石器時代 奥谷南遺跡(南国市岡豊)
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までの遺跡について，Ａ:)西部・Ｂ)

中部･yＣ)し東部の順に述べる．

犬1）旧石器時代

まず､:この時代め遺物は、近年まで

高知市め高関原古墳の床敷石中から採

集された細石核が殆ど唯一のものであ

り｡､l……南四国の旧石器時代は空白的な状

況が長く続いていたにしか七、1990年

代以:降レ遺跡=の発見や発掘調査が相次
破線は現在の淘岸雄．貫線は当碍の海岸線.I゛'｀I‾'‾゛゛‘゛'゛゛"ji-iyi.･s l ^TtiJAlJ･ﾀ｢1.とま.fりiB-yN.

　　　　　　　　　　　　　：　　　ぎ，今日では約2:Oの遺跡が確認されて

　　　　　　　　　　　　　　　∇　　いる(図1i)レそめ分布は. A)西部の

図10　土佐湾周辺での古地理の変化，２

　　　Ａ，低段丘形成の頃(約２万年前)

　　　Ｂ，沖積平野形成の頃(約１万年前～現在)

海成中位段丘の足摺層・平野層上や，

四万十川・新庄川などの主要河川流域

に多いが,.最:近ではＢ）中.部の高知平

野縁辺の丘陵麓や高位・中位段丘上か

らの発見が相次いでいる.=Ｃ）東部で

は未発見であlるがレこれらは恐らくＡ）

辿Ｃ）め全県下に分布しでいることも

予想される･．　　　　　．･

　ダこれらの遺跡のうち，特にＢ）の奥

谷南遺跡や新改西ノ谷遺跡のような注

目すべき成果もあかっている．

　ｌさて，南四国の旧石器時代の特徴は，

瀬戸内で盛行するいわゆる翼状剥片素

材のナイフ形石器がほとんど認められ

ないことである．もっとも，Ａ）の愛媛県境に近い同県御荘町の和口遺跡からこは，まと/まった翼状

剥片や，それを素材とした国府型ナイフ形石器が出七いるめでトこのＡ）地域でも今後発見される

可能性が高いであろう．しかし，石材は現地産の四万十帯めチャートや頁岩であり√縄文時代以降

のように瀬戸内や九州からの石材の搬入は殆ど認められない．すなわち，身近に入手可能な石材を

使って，それらに規制された石器製作がなされている．しつまり，八）ではチャートと頁岩が見られ

るのに対して，Ｂ）では殆ど例外なく，チャートで占められている（図12).

　このように，旧石器時代は瀬戸内側とは大きく異なった展開を七ていること，更に，Ａ）とＢ）

でも様相がかなり相違していることが明らかになりつつあるレしかしこＣ）地域ではこれまでのと

ころ発見されていない．かくして，南四国の旧石器時代の研究も本格的に開始されるようになって，

黎明期から発展期になりつりある．　　　　　　　　　　　:l

　以下には，これらの主要な遺跡についで述べる．

Ａ）西　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●　上,I………………

　　1・影野地遺跡（図１－１）　　　　　　　　　　□　　ﾉ………十：･．･･．．　･･　　　　　　　．　・

　高岡郡祷原町初瀬奈呂の四万十川の支流，北川川左岸の河成低位段丘上にあり，遺跡の標高は32

0m，北川川との比高差は20mである．地元の考古学研究者西本則夫氏によ：つてナイプ形石器が採
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表４　旧石器時代の遺跡一覧表

NO 遺跡名 NO 遺跡名 NO 遺跡名

影野地遺跡 ナシヶ姦遣飴 15 高関原遺跡

八足遺跡
大内追善 １６ 奥谷東遺跡

広井駄場遺跡 １０ 平罫荼�通論 １７ 新政酉ノ谷遺跡

楠山遺跡 １１ 遊書中駄建遺跡 １８ 太平・佐野遺跡

池ノ士遺跡 １２ 双海本駄場遺跡 １９ 永野遺跡

掌握揚水遺跡 １３ 曽我墟遺跡

竃ヶ迫遺跡 １４ 竃遺跡

・出原） 81

集・発見されたもので，後述のように，縄文前期の遺跡として有名である．これは全長(現長)4.8

Ｃｍ・幅2.0cinであり，岩質はチャートの横長剥片を利用している．本例は県下で発見された最初の

ナイフ形石器である44)

　2・宇須々木遺跡(図11－ 6 )

　宿毛市宇須々木ハナマエの宿毛湾北側に舌状に突出した浸蝕中位段丘上にあり，標高は約10mで

ある．横剥ぎ素材を使ったナイフ形石器が１点採集されていて，石材は長さ5.2cm ・幅1.6cmの頁岩

である45)46)

　3・竜ヶ迫遺跡(図11－7)

　大月町竜ヶ迫の宿毛湾南に突出する浸蝕中位段丘上に立地し，標高約20mである．竜ヶ迫天満宮

参道でナイフ形石器が表採されたことから，旧石器時代の遺跡として注目され, 1992年に発掘調査

がなされた．その結果，採集資料と併せてナイフ形石器３点・縦長剥片２点・横長剥片２点・横長

剥片石核１点が確認された．ナイフ形石器の岩質はサヌカイト(古銅輝石安山岩)・頁岩・砂岩で

ある．これらは横長剥片を素材とする点で共通しているが，それぞれのタイプは異なっている．他

の剥片や石核の岩質は頁岩である≪)

Ｂ)中部

　　１・奥谷南遺跡(図11－16)

　南国市岡豊町小蓮の香長平野に向かって開けた小扇状地の最奥部にあり，標高は約25m前後であ

る．背後には四国山地に連なる山塊が迫り，遺跡のすぐ後方には，秩父帯のチャートの巨大な露頭

が屹立して岩陰状をなしている. 1995 ・96年に調査が実施され，旧石器時代～縄文時代早期を中心

とする遺物が各層位ごとに出土しており，注目を集めている．Ⅷ層が旧石器時代終末の層準で細石
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器が出土し，下層のＸ～xn層からはナイフ形石器や角錐状石器が出土した．これらの石器類は１万

５千点にも及ぶ．主要なものはナイフ形石器53点・角錐状石器13点・細石核144点・細石刃410点を

数える．これらの石器は出土の層準あるいは石器形態から３時期に区分できる．すなわち，ナイフ

形石器の２時期(角錐状石器を伴う段階とナイフ形石器が小型化した段階)と細石器の段階である．

これらの岩質は例外的に頁岩が認められるが，それ以外は全てチャートである．ナイフ形石器には

横長・縦長の剥片素材が見られるが，瀬戸内技法は全く見られない．細石核には船野型，野岳・休

場型に分類される．当遺跡は質・量共に南四国最大の旧石器時代遺跡である48)

　2・新改西ノ谷遺跡(図11－17)

　これは香美郡土佐山田町新改西ノ谷にあり，奥谷南遺跡と同様に国分川水系に属し，上流約7 km

の地点にある．やはり，南に開口した谷部斜面に立地し，標高は約75mである．圃場整備に伴う発

掘調査で，60点に及ぶ小型ナイフ形石器が出土した．これらの石器の岩質は全てチャートで，15 ・

16世紀の遺物包含層中から出土し，原位置を保っているものではない．しかし，周囲の状況から考

えて，この付近には当該期の遺跡があることは相違ない49)

２)縄文時代

　縄文時代の遺跡は，現在のところ約300箇所が確認されている．これらの分布は，Ａ)西部のＡ－

１)沿岸部・Ａ－２)四万十川流域，及び，Ｂ)中部においてはＢ－１)仁淀川流域・Ｂ－２)物部川流

域・Ｂ－３)吉野川流域の５つの地域群に区分できる．更に，Ａ－２)ではＡ－２－１)の上流域・Ａ－

２－２)の中流域・Ａ－２－３)の下流域と中村平野に細分される(図14).しかし，Ｃ)東部では発

掘調査の事例がなく，その実態は現状では不明と言わざるを得ない．

　これらの中で最も遺跡が集中するのは，Ａ)西部の海成中位段丘と四万十川流域で，実にこの時

代全体の７割近くを占めている．しかし，中部でも近年の分布調査や発掘調査の増加に伴なって，

新たな遺跡が発見されるようになった．そして，Ｂ)中部の遺跡の特徴は，田村遺跡や西分増井遺

跡・柳田遺跡などのように，河成段丘上に加えて沖積平野下での発見が相次いでいることである．

これらの遺跡は従来は弥生時代から開始される遺跡として理解されていたものであるが，それらが

縄文時代後・晩期にまで遡ることは，自然環境や生業･土地開発史などを考える上で重要な問題を

内包している．

　すなわち，縄文時代としては時期的にもいくつかの特徴を指摘することができる．まず,草創期・

早期ではオープンサイトと共に，岩陰遺跡や洞穴遺跡が見られることや，標高の高い主要河川の中・

上流域に立地することである．これは旧石器時代からの連続性によるものであろう．この傾向は前

期にも引き継がれる．中期の遺跡は極めて少ないが，末葉になると，Ｂ)の奥谷南遺跡や林田シタ

ノヂ遺跡のように，沖積平野の縁辺部への進出が認められる．後期になると，遺跡数が飛躍的に増

加すると共に，全県下的に平野部への進出が見られ，遺跡の規模も大きくなる.ヽこれは，当該期の

の縄文遺跡がピークに達した直後頃における安定した沖積平野の形成によって達成されたものであ

ろう．この傾向は香長(高知)平野において顕著である．後期末から晩期前葉は再び遺跡数が減少

するが，晩期中・後葉には沖積平野を中心に分布が広がり，特にＡ－２)四万十川とＢ－１)仁淀川

の下流域に多く認められる．しかし，四万十川の上・中流域からは，この時期に一斉に遺跡が消え

る．Ｃ)東部には先段丘(前期更新世)の海成段丘11)13)上に遺跡が見られるが，その実態は不明であ

り，この地域の実態把握が南四国縄文研究の緊急課題である．

　次に，文化内容について検討しよう．まず，草創期においては，Ｂ－２)の奥谷南遺跡から隆帯

文土器が出土している．これは既述のように，南九州との交流を示すものである．また，金山産サ

ヌカイトもこの時期から本格的に流入するようになり，南北交流のクロスロードとして縄文時代の
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高知県における縄文時代遺跡分布図

数字は表５参照　　　　　　　　　：

６

当初から南四国の位置付けが可能である. A-2-1)の木屋ケ内遺跡出土の盤状磨製石斧は「黒

潮文化圏」を彷彿させるものがある．前期は西部を中心jに九州の姫島産黒曜石が轟Ｂ式土器と共に

入り，瀬戸内からは羽島下層式土器文化が南下しで西部で交会するレ中期の資料は少ないが，全体

的に瀬戸内的な様相を帯びる．南四国の後期文化はＢ －３）め松ノ本式土器に代表されるレこれは

中部瀬戸内の福田K2式土器と南四国の宿毛式土器の両者の特徴を持ち，両者の中間地帯の吉野川

上流域で盛行する．まさに，南北文化の融合を象徴する土器型式として位置付けることができよう．

他に類例を見ない有文浅鉢や多量の粗製深鉢の存在,し,更に,=……広域=にわたる分布な=どのように，松ノ

本式土器は縄文後期の大きな画期を示すものであるレまた，鐘崎式土器がＢ）高知平野でまとまっ

て出土するなどのように，中期に途絶えていた黒潮交流の復活と七で理解することができよう．晩

期では再び中部瀬戸内からの影響が強く見られるﾀﾞようになり√ｼﾞ特1.1こ,こ晩期中.ﾚ後葉においては，Ｂ）

高知平野の土器は中部瀬戸内的なものになってしまう．Ａ

西九州豊後地方との共通性が見られるものの，石材ではも

)ﾉ西部め土器は中村１式土器のように，

はや黒曜石は殆ど見られず，讃岐産のサ

ヌカイトが多く入っている．このように，縄文晩期の南四国は√香長平野を中心にして中部瀬戸内

からの影響を強く受けるようになるが，このことが来たるぺき弥生文化の成立に大きく関係してく

るのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　こい犬j‥‥‥　‥

　以下には，縄文時代の遺跡中で，発掘調査等によらてその実態が明らかになっている事例の中で，

特に重要と考えられるものについて述べる．　　　１　　　　ヤ　ｊ･　．･　･．　．･　･･　．;･　　　　･･

Ａ）西部の遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………　ノ　･･ ． ■　■■■　　　　　　　　　■

Ａ－１）沿岸部　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　:……

　１・橋上遺跡（図14－ 2 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●　　　　　●●

　宿毛市橋上字岡添他の松田川右岸の河成中位段丘上31）の標高22ヤ24mにあって，松田川との比高

差は８ｍである．木村剛朗氏によって多量の縄文土器（石器が採集されていて，土器は晩期中・後

葉の中村Ｉ・ｎ式が最も多く，犬ついで前期の轟Ｂ式，後期後半め伊吹町式であるレ石器は打製石
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表５　高知県下の主要な縄文時代遺跡一覧表

85

NO 遺跡名 時期 NO 遺跡名 時期 NO 遺跡名 時期

１笹平遺跡 草～前期 41 広井駄場遺跡 早・前期 81 倉岡遺跡 晩期

２橋上遺跡 前・後・晩 ４２ひろぞう遺跡 後期 82 徳安遺跡 草創期

３ニノ宮遺跡
〃

43 鳥打場の下遺跡 // 83 臭名遺跡

４宿毛貝塚 中・後期 44 三里遺跡 // 84 大デキ遺跡

５竜ヶ迫遺跡 前・後期 45 大用遺跡 中・後期 85 西分増井遺跡 後期

６ 尻貝遺跡 後期 46 奈路駄場遺跡 早～後期 86 柳田遺跡 晩期

７片粕遺跡 中・後期 ４７中村貝塚 晩期 87 チドノ遺跡 前期

８下益野Ａ地区遺跡 後期 48 入田遺跡 // 88 宇津野遺跡 後期

９下益野B地区遺跡 前・後期 49 船戸遺跡 後・晩期 89 正蓮寺不動遺跡 //

１０松崎遺跡 中～晩期 50 国見遺跡 中・後期 90 奥谷南遺跡 草・早期

１１唐人駄場遺跡 前～後期 51 久保畑遺跡 晩期 91 栄工田遺跡 後・晩期

１２下ノ加江遺跡 後・晩期 52 ツグロ橋下遺跡 // 92 田村遺跡 後期

１３船戸遺跡 早・前期 53 関崎遺跡 中期 93 町田堤東遺跡 早期

１４岩土 54 初崎遺跡 前・後期 94 林田シタノジ遺跡 後・晩期

１５仁井田遺跡 55 平野茶園遺跡 早・前・後 95 太郎丸遺跡 早期

１６根元原遺跡 56 双海中駄場遺跡 早・前期 96 美良布遺跡 早・晩期

１７仕出原 中期 57 双海本駄場遺跡 // 97 飼古屋遺跡 早期

１８川口遺跡 58 楠ノ川遺跡 98 松ノ木遺跡 前～晩期

１９音吾郎遺跡 後期 59 永野遺跡 前～古期 99 長徳寺遺跡 早期

20 北川遺跡 // 60 姫野々上町遺跡 晩期 ･100 銀杏ノ木遺跡 //

21 高野遺跡 前期 61 新土居宇津ヶ藪遺跡 101 静岡遺跡 後期

22 下折渡遺跡 早期 62 新土居遺跡 102 玉屋敷遺跡 前・後期

23 影野地遺跡 前期 63 岩永遺跡 103 八反坪遺跡 晩期

24 中平遺跡 /Z 64 切畑遺跡 １０４ 北屋敷遺跡

25 庄司ヶ市遺跡 後期 65 坂本太平遺跡 早・後期 105 清水遺跡

26 影地 早期 66 竹ノ内遺跡 １０６ 道北遺跡

27 木屋ヶ内遺跡 早・前期 67 清水遺跡 草・早期 107 境谷遺跡

28 江師遺跡 早期 68 坂東遺跡 μ 108 源七遺跡

29 森駄場遺跡 草・早期 69 中ノ芝遺跡 // 109 井ノ岡遺跡

30 小野遺跡 後期 70 女川遺跡 後期 １１０ 岡地遺跡

31 十川駄場崎遺跡 草～後期 71 庄田遺跡 １１１ 小島遺跡

32 川ロホリキ遺跡 前・後期 172 遊行寺遺跡 １１２ 灘大囲

33 堂ヶ市遺跡 後期 173 城ノ台洞穴遺跡 早期 １１３ 傍士山遺跡

34 広瀬遺跡 前～後期 74 桂遺跡 １１４ 北カリヤ遺跡

35 棟屋敷遺跡 早・前期 175 不動ヶ岩屋洞穴遺跡 草・早期 １１５ ゴセン遺跡

36 上藪ヶ市遺跡 前・後期 176 柏原遺跡 １１６ 高尾遺跡

37 沖遺跡 早期 177 砂止遺跡 １１７

38 古津賀遺跡 前・後期 78 居徳遺跡群 後・晩期 １１８

39 大宮･宮崎遺跡 早～後期 79 北高田遺跡 晩期 １１９

40 曽我ノ西遺跡 ･後期 80 野田遺跡 後期 120
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斧が42点・石鏃が32点認められる．前者は撥形を呈する物が多く，j岩質は殆どが頁岩である．これ

らは晩期土器に伴なうものである．石鏃は前期の物は全てが大分姫二島産黒曜石であるのに対して，

後・晩期の物は頁岩・チャート・サヌカイトである46)つつ　=．　．･．　･･　．．･･　．･．　　　　　　　･･

　２・ニノ宮遺跡(図14－ 3)　　　　　　　　　十　　　ダ　．･．･･･．　･･　　．．．　　　　･･

　宿毛市ニノ宮三山ケ坂め，松田川下流域の右岸に形成された河成低位段丘岬上にあり，標高約15

mで，河口からは5kmの地点である．橋上遺跡と類似した内容で√土器類は前期の轟Ｂ式土器，後

期中葉，晩期前・中葉の物が見られるが，最多の遺物は晩期中葉の中村I大式土器で√深鉢の他に多

くの黒色磨研浅鉢が見られる.=石器は少量の打製石斧・石鏃などが認められる46)……1　■■　■

　3・宿毛貝塚(図14－ 4 )　　　　　　　　　ニ　　　　　：.．　･．・・　　　　．･･　･万

　宿毛市宿毛字貝塚の宿毛湾奥部に臨む願成寺山が裾を広げる南麓傾斜面先端の小起伏地にあ力，

標高６ｍ前後で前面の水田との比高差は４ｍで，現海岸線からの距離は約尚1kmであるトこれは1891

年寺石正路氏によって発見された四国では数少ない貝塚であ:り,ﾉ宿毛式土器め標識遺跡である.19

57年国史跡となっている．ここでは1949 ・ 85年に発掘調査が実施された．中期初めの船元ｉ ・３式

を少量含むが，主体は後期前葉の宿毛式土器である．宿毛式土器は精製深鉢・浅鉢ﾃﾞ粗製深鉢から

構成され，精製土器の文様は２条沈線を基調とする磨消縄文で,白縄文の撚りはＲＬである．沈線の

端部は入り組み文を有する．目録部内面に稜線や段を持ちレ沈線間にはＲの短沈線を施すものが

多く見られる．研磨された器面に赤彩が施された優美な土器が目立うのもこめ宿毛式土器の特徴で

ある．この他に，後期中葉の平城式土器や片粕式土器・後葉め伊吹町式土器も出土している．

　石器は石鏃・石錘・打製石斧・磨製石斧二砥石･１

土しており，岩質はサヌカイトが最も多くて，６割以上を占め√ついで，チャートや頁岩が見られ

るが，姫島産黒曜石は少ない．石錘は川原石の長軸端を打ち欠いたもめで，砂岩・粘板岩製が多い．

重さは約30g～250 gまでのばらつきが認められる．打製石斧は撥形を呈して石材ぱ頁岩，磨製石

斧は蛇紋岩製・砂岩製が見られる．挟状耳飾りは蛇紋岩製で，全体の約1/3を留めjており，復元

径は約5.7cmである．この他に，骨角器として鹿角製のヘアピン，イノシ骨を利用したヤスやベン

ケイVenericardia貝製の腕輪が出土している46) &°).　　　　　　　　　　　　　　万

　４・尻貝遺跡(図14－ 6 )

　幡多郡大月町周防形字尻貝山の入江奥部にあって，汀線から僅か20m程奥まった小高い台地の斜

面上にあり，先端部の崖錐断面から遺物こが露出しているレ1989年に小規模な発掘調査が実施された．

出土土器は中期の船元Ⅲ式土器が極少量認められた他は√後期の平城ｉ式・平城ｎ式・鐘崎式土器

が出土している．特に，鐘崎式土器のまとまった出土は四国では初めてめ事例であった51し

　５・片粕遺跡(図14－ 7 )

　土佐清水市下川口字片粕にあり，片粕式土器の標式遺跡であかこれは片粕港改修工事に際して

発見されたが，本来は湾臭部の海岸線に接した標高９ｍの小規模な砂丘上に立地していたものであ

る. 1973年に小規模な発掘調査が実施され，後期を中心とした多量の土器と土坑が出土した．調査

後にも工事で多量の土器が木村氏によって採集されている．土坑は楕円形のプランを有するものが

４基検出され，埋土中より下益野式土器が出土している．これらは後期初めの土坑墓と考えられて

いる．土器は後期前葉の下益野式・宿毛式・松ノ本式土器，中葉の鐘崎式土器と片粕式土器，後葉

の伊吹町式土器などが見られる．最多の物は片粕式土器である.I片粕式土器は縁帯文盛行期のもの

で，口縁部に直線文や波状文を巡らし，胴部には幾何学文様が施されて，口唇部には８の字状の粘

土紐が貼付られているところに特徴がある．これらの有文土器に加えて，;口縁部を肥厚させた胴部

全縄文の深鉢が多量に伴なうことも特徴である．石器は打製石斧５点・磨製石斧３点・大小の石錘

21点の他に，岩偶と考えられるものが１点出土している46) 52)
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　６・唐人駄場遺跡(図14-11)　　　　　　　　　＝　＼　ダ　………………　：　＝

　土佐清水市松尾唐人駄場の足摺半島先端y部中央かちややご西よりの海成中位段丘の足摺

層6)10)14)20)22)23)上にあり，標高は約230 mであ芯．土器は前=･中斯め細片が数点確認されているに過

ぎないが，石鏃が地元の住民及び木村氏によって100点以上採集：されているレ発掘調査は行われて

いないが，遺跡の立地や周辺の状況から，大規模な集=落遺跡が存在七でい:ると考えられる．石鏃は

木村氏の分類によると早・前期に属するものが80点／中後期のものが49点とされでいる．これらの

岩質は，前者が姫島産黒曜石(80％)・チャムド(10%ドザメカ＼イド床7％卜水晶(1.3%)で，後

者は姫島産黒曜石(63.3%)・チャート(14.2%)・ザメカノイド(12.:2%)・水晶ﾄ(6.1%)となってい

る．早期・前期には姫島産黒曜石が盛んに使用されていたごとが分る．この他に，蛇紋岩製の訣状

耳飾りが完形品で出土している46)

Ａ－２）四万十川流域の遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　この流域については，上・中・下の各流域を, A-2-1)・Åご２－２）¨・A-2-3)と略記し

て述べる．なお，後者には狭長な中村平野も含むが，これは図９のような古土佐湾海進後の古中筋

チャンネル形成後の環境の激変によるものである．　　　　　グ

Ａ－２－１）上流域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕＼　ソ　　＼

　１●北川遺跡（図14－20）　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ノ

　四万十川最上流域の東津野村北川字谷田にある．四万十川の支流北川川右岸に形成された高位段

丘の新田層21）上に立地し，標高は約380mであって，河川との比高差はi5乱であ:h. 1994年の調査

で，長軸1.22 mの楕円形プランをした後期の土坑が１基検出されている．包含層からは宿毛式土器・

松ノ本式土器・平城式土器など後期前・中葉の土器が出土しでいるL石器についでは，石鏃がそれ

までの採集品も含めて40点程が確認されている．岩質はチャートが最多で半数以上を占め，サヌカ

イトが７点・姫島産黒曜石が２点である53) 54)

　2り||ロ遺跡（図14－18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　高岡郡窪川町五十石の四万十川上流域の右岸に形成された扇状地に立地し，標高約200mを測る．

工事中に偶然発見されたものであるが，後期前葉の松ノ木式土器のみが30数点出土している．この

周辺には当該期の集落址が存在していたと考えられる叩．

　３・木屋ヶ内遺跡（図14－27）　　　　　　　　　/　　　　j

　幡多郡大正町木屋ヶ内の四万十川支流の梼原川左岸に形成された高位段丘の先端部にあり，標高

約160 mである．圃場整備工事中に発見されたもので, 1992年に小規模な発掘調査が実施された．

包含層中から土器・石器が出土している．土器は細片のみであるが，条痕文土器や無文土器が,ま

た，アカホヤ（音地Ｈ）の下層からは大型楕円押形文土器が出土七，早期後半に属するものである．

石器は石鏃102点・磨製石斧６点・打製石斧１点・襖形石器54点の他に，石錐・石匙などが出土し

た．石鏃の石材は７害り以上を頁岩が占め，次に，サヌカイト・チャＴト・姫島産黒曜石の順である．

磨製石斧の１点は長さ23.6cmの蛇紋岩製の両頭片刃の優良品である．いわゆる丸盤形とはやや形態

が異なっているが，背面は丸味を持ち，腹部は水平であって全体の形状が鰹節形を呈するもので，

これは早期に属するものであろう．この.種の石斧は四ﾌ国島/内では最初の出土であり，南九州との文

化交流を示すものとして注目される55)　　　　　　レ　　　　　　ｊ

　４・影野地遺跡（図14-23)　　　　　　　　　　　　　　上上　．ト

　ここからは県下では数少ない前期土器が比較的まとまって出土している．九州の轟Ｂ式土器と瀬

戸内の羽島下層式土器が出土しており，この時期ににこの地が両文化の交会地であったことを示し

ている．石器は石鏃が54点の他に，磨製石斧・石錐・石錘などが採集きれている．石鏃はチャート
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-四--　f●■･・　－　･=■■
1･2 :前期土器(羽島下層式)，3･4同(轟Ｂ式)，５：同(彦崎Z2式)，8･9 : 中期土器，6･7･9 : 後期土器，11 : 丸ノ

ミ状石斧，12･13:尖頭器

が約８割を占め，他に姫島産黒曜石とサヌカイトが見られる．また，前期まで遡る石錘は当地域で

は稀有な例である54)

Ａ－２－２)中流域

　５・十川駄場崎遺跡(図14-31)

　幡多郡十和村十川駄場崎の四万十川本流に長沢川が合流する地点に，舌状に張り出した河成中位

段丘上にあって標高は85mで，河床との比高差は10mである. 1982年以降，５次にわたって調査が

実施され，草創期～後期の遺構・遺物が出土している．２層のアカホヤ(音地)層中より前期の羽

島下層式土器が出土し，３層からは繊維混入厚手無文が，４層からは押型文土器が出土している．５・

６層からは草創期の隆起線文土器と尖頭器が出土している．このことから，２層は前期，３・４層は

早期，５・６層は草創期として捉えることができよう．検出遺構は前期の集積炉が１基，早期のそ

れが数基確認されている．尖頭器の１点は頁岩製で，長さ19.2cinの柳葉型の完形品である．他の１

点はサヌカイト製で，約lOcmの小型品である．一連の調査の中で石鏃は82点が出土しているが，殆

どが早期に属するものと考えられる．岩質は62点(76％)が珪質頁岩・チャートが12点(15%)の他

に，サヌカイトと姫島産黒曜石製のものが少量ある56)-58)

　6・川ロホリキ遺跡(図14－32)

　幡多郡十和村川口梁瀬字ホリキの十川駄場崎遺跡とは長沢川を挟んだ対岸にある. 1986・87年に
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発掘調査が実施されて，土器は前期の轟Ｂ式土器一彦崎Z2式土器（中期末と考えられる山形突起

を持つ深鉢，及び，後期前葉の磨消縄文や沈線を施した深鉢√更に，後葉の広瀬上層式土器や伊吹

町式土器が見られる．石器は石鏃が45点・石錘が46点の他に√石鏃や石匙などが出土している．石

鏃の石材は頁岩とチャートが多く√サヌカイトと姫島産黒曜石が少量見られる59)ト＝

　７・広瀬遺跡(図14二34)　　　　　　　　　　　…………………:ﾆ:　　尚　　　：

　幡多郡十和村下広瀬字谷屋敷の四万十川右岸の河成高位段丘め天瀬層上にあって，標高は約70m

で，河床との比高差は６ｍである. 1963・71年に小規模な調査が実施さたﾚ後期中レ後葉が主体の

遺跡であるが，前期・中期の土器も少数出土している．後期中葉め土器は木村氏が三里式土器と呼

称しているもので√鐘崎式土器に類似したものや胴部全縄文の土器が多く見られるレ後葉の土器は

片粕式を祖型としレ伊吹町式土器に移行する直前型式とされる広瀬上層式である．石器は石鏃が11

点・石錐が３点・石錘が22点・玖状耳飾りが１点出土している．石鏃の岩質は姫島産黒曜石が１点

の他はチャートと粘板岩であり，扶状耳飾りは粘板岩製である54)レ

　８・大宮・宮崎遺跡(図14-39)

　幡多郡西土佐村大宮・宮崎の四万十川の支流，目黒川の右岸の高位段丘天瀬層上にあり，標高は

約122 mである．この地区は西土佐村内で最も平野部が発達し，かつ／愛媛県との県境を接する地

点にあるので√交通の要衝となっている．当遺跡の形成もごのような地理的条件と深く関わってい

よう．遺跡は圃場整備に際して偶然発見されたもので, 1996年には発掘調査が実施され，後期後葉

を中心とする祭祀遺跡として注目されている．遺跡の初現は早期末の手向山式で，前期初頭の轟Ｂ

土器式と羽島下層式土器，冲期初めの船元式土器も少数出土しでいるが，盛行期は後期後葉の片粕

式・広瀬上層式・伊吹町式土器の段階である．祭祀遺構と考えられる配石遺構はi9基検出されてい

るが，そめ殆どは後期後葉に属するものであるj.配石遺構は形態から４タイプに分類されているが，

最多のものは円環状を為すもので，拳大～人頭大の円裸をiO個前後から最大65個を配している．円

裸には目黒川上流に産出する花尚岩を意図的に使っている．遺物は土器の他に，石鏃・スクレイパー・

石錘・打製石斧・石皿・石棒・線刻裸などが配石遺構の内外から出土している．遺物の中で注目を

集めた線刻傑は，配石遺構の外から出土している．長軸6.35cm ・短軸4.95cmの楕円形扁平砂岩裸を

素材に，片面に女人像が線刻されている．後期後葉に属する:ものとすれば，全国的にも初めての出

土である．これらの配石遺構群の広がりは1000�前後と考えられるが，隣接地には集落址に関係す

るような遺構は存在しない．故に，これは集落から離れた祭祀空間として捉えられる60)

Ａ－２－３)下流域及び中村平野　　　　　　　　　　　　　　ご

　９●三里遺跡(図14-44)　　　　　　　　　　　　　　/　　　　コ　つ

　中村市三里の四万十川左岸の自然堤防上にあって，標高は約坏ｍ，河口からの距離は約15kinであ

る. 1976年に小規模な調査がなされているが，出土遺物や周囲の状況から見て，後期前葉を中心と

する大規模な集落遺跡と予想される．土器は中期後葉の船元３式土器と後期の宿毛式土器・片粕式

土器などが少量出土しているが，主体を占めるのは縁帯文成立期の松ノ本式土器である．松ノ木式

土器では内面施文や垂下条線を有する深鉢に伴なって，粗製深鉢が多く出土している．石器は石鏃

５点・打製石斧４点・磨製石斧１点・石錘72点などである．全体の遺物量に比べて，石鏃が少ない

ことに注目しなければならないが，生業のあり方とは恐らく無関係ではないであろうI.植物遺体は

ドングリ・マテバシイ・クルミが確認されている54) 61)　　　　　∧　　　　　　犬

　10・中村貝塚(図14－47)　　　　　　　　　　　　　　　＝‥‥　‥‥‥‥‥

　　中村市山手通りの四万十川左岸の標高7.5mの自然堤防上にあって√河口からは約10kmの地点に

ある．これは縄文晩期の中村Ｉ式・中村Ｈ式土器の標識遺跡であるjまた，これは工事中に発見さ
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れたもので, 1965年に小規模な発掘調査がなされた．この正式な報告書は未刊であるが，調査に参

加した木村氏の記録によると，地表下4.5mに厚さ20cinの第１貝層がありに更にそめ下位に厚さ60

cmの層を挟んで第２貝層が40cinの層厚で堆積していたとされる．上層め第１貝層からは晩期後葉の

中村Ｈ式土器が，下層の第２貝層からは晩期中葉の中村Ｉ式土器が出土しているが，量的には後者

が圧倒的に多い．中村Ｉ式土器は深鉢と浅鉢で構成される．深鉢は口録部外面に1条の無刻突帯を

持つのが特徴で，浅鉢は鰭状突起や口縁部内面に段と肥厚部を持ついわゆる黒色磨研土器である．

中村Ｈ式土器は刻目突帯を有する深鉢を特徴とする．　　ニ　　　　　　ニ

　石器は石鏃・打製石斧・磨製石斧などの他に，注目すべきものとして磨製石剣と碧玉製の管玉が

あるレ石剣は粘板岩製で先端部が欠落しているが，残存長14.3cmで柄部には沈線による文様が施さ

れて，中村Ｉ式土器に伴うものと考えられているト管玉は第１貝層出土であり，長さは1.3cmであ

る．石鏃は27点出土しているが，石材は１点がチャートの他は全てサヌカイトである．打製石斧は

７点が採集されており，撥形と短冊形がある．

　貝塚を構成する貝類は，第２貝層はカキとハマグリが主体であるのに対して，第１貝層は淡水産

のヤマトシジミが主体となっている．この変化は縄文海進後の海退による海岸線の後退によるもの

である．また，貝塚からイノシシ・4ニホンジカ・タヌキ・イヌなどの獣骨やコナラ・イチイガシ・

マテバシイ・モモなどの種子が出土している．更に，注目すべきは第２貝層からイネ花粉が検出さ

れているが，これは当時としては画期的Iなことであった54)

　ｎ・入田遺跡(図14－48)

　これは晩期終末の入田Ｂ式土器の標識遺跡であるが，次の２)弥生時代の節で述べる.

　12・国見遺跡(図14－50)

　中村市国見ダバの四万十川の支流中筋川，左岸にある低位段丘の鞭層相当層上にあって，標高は

約７ｍである. 1994年には発掘調査も実施されたが，木村氏の採集試料には中・後期土器片と石鏃

43点や石錘・石錐なども含まれている．石鏃は約半数が姫島産黒曜石で占められていて注目される．

発掘調査では縄文後期とされる土坑２基と縄文時代と考えられる集石遺構２基を検出し，中・後期

の土器が出ている．中期土器が小片ながら比較的多く見られ，下流域での集落展開を知る上で重要

な遺跡である54)62)

　13 ・ツグロ橋下遺跡(図14-52)

　中村市有岡の中筋川中流域の左岸に伸びる舌状丘陵先端部の下段に広がる低湿地にあり，標高は

約5.5mである．第３層から入田Ｂ式類似の有岡Ｂ式土器が，第４層からは中村I・II式土器が出

土している．また，この第４層からは突帯の付かない深鉢も少し出土しているが，これらは中村Ｉ

式土器に先行する可能性がある．更に，黒色磨研土器も出土したが，多くは中村Ｉ式に伴うもので

ある．石器は石鏃６点・打製石斧11点・磨製石斧などが出土したが，石鏃の岩質は全てサヌカイト

である．打製石斧は撥形が多いs4).

　14 ・船戸遺跡(図14-49)

　中村市森沢船戸の中筋川下流域の低位段丘鞭層相当層上にあり，段丘面の標高は約６ｍである．

中筋川と森沢川が南北からこの段丘を包み込むように流れ，この段丘の東側で合流している．縄文

時代の遺物は段丘の南と西側の傾斜面から多量に出土している．また，段丘上面には古代・中世の

遺構が検出されているが，縄文時代の遺構は全く見られなかった．段丘上には縄文集落が営まれて

いたと考えられるが，削剥によって消滅したものであろう．斜面からの遺物は集落経営の時に廃棄

されたものと考えられる．土器は後期中葉から後葉の片粕式土器と伊吹町式土器が最も多く見られ，

後期末と晩期前葉を欠き，中・後葉の中村ＩべI式土器が出土している63)
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Ｂ)中部の遺跡　ｊ　　　ソ　　　‥:･･　し　．．　･Ｔ：　：　・　　・

B-1)仁淀川・新荘川流域　　　　◇　　　　　　　／　　＼　十　　し

　１・不動ケ岩屋洞穴遺跡(図14-75)　　　　　　1　□　　六大=‥=　ユ　　　　　　　し

　高岡郡佐川町西山の聖嶽山腹にあり，洞穴の下忙は仁淀川支流の尾川川が流れており，河床との

比高差は約40mである．洞口は南に而しており，高さ6]ｍの逆Ｕ字形をした石灰岩洞穴で，テラス

はない(表3)24).1964 ・67年の調査により=，現在は国史跡とな==つていレるレ層序的な前後関係を明確

にはできないが，草創期～早期の遺物が出土した．草創期の遺物は細隆起線文土器･ﾉ押圧縄文土器・

条痕文土器・有舌尖頭器や局部磨製石斧があるレこれらの細隆起線文土器と有舌尖頭器のセットは

不動ケ岩屋Ｉ式文化と呼ばれ，愛媛県の上黒岩岩陰遺跡第９層=とめ共通性が指摘されている．この

他に,=局部磨製石斧もこの文化層に伴なう可能性がある．早期ｿは押型文土器と厚手無文土器が見ら

れ，瀬戸内の黄島式土器併行期に求めている.ﾀﾞ石器は石鏃や石錐・スクレイパＪなどが出土してお

り，石錐には姫島産黒曜石製のものが見られる．　　レレ　　　ノ　ニ

　この他に，シカの歯を利用した骨錐やイノシシの下顎を利用七だ骨製尖頭器が，装飾品としでは，

タカラカTイ・イモガイの垂飾品が出土しているレイノシシ・シカ・ウサギ・アナグマ・ツキノワグ

マなどの獣骨，=貝類ではサザエ・カワニナ・ハイガイ．犬ヤマトシジミ・カギなどが出土している64)

　2 ・城ノ台洞穴遺跡(図14-73)　　　　　　　　　　　尚　　　　く

　これも高岡郡佐川町虎杖野川の坂の柳瀬川左岸の城ノ台と呼ばれる小山丘の中腹に開口した石灰

岩洞穴である. 1941年に長谷部言人氏等によって調査されでいるレここからは城ノ台式土器と命名

されてい宍る早期後半の押形文土器と石鏃・叩石が出土している64)／また，熟年男性１体分の人骨や

オオカミ：･イヌ・タヌキ・アナグマ・イノシシなどの骨lも出土:した．特に，こめオオカダミは貝塚出

土のものよりも古い特徴を残しているとされ，｢佐川狼土と記録さlれている．　　：

　この他に√仁淀川中流域には草創期・早期の遺物を産出七だ黒岩坂東遺跡・中ノ芝遺跡・横畠清

水遺跡なﾃどが知られている50)　　　　　　　　　‥　‥‥　　‥‥　‥：　　　　ト

　３・倉岡遺跡(図14-81)　　　　　　　　　　十　　　．･．　･･．　･･･　．･･．　．･　　　　．･

　土佐市波介倉岡の波介川右岸の小残丘の束斜面に立地しレ標高は約10mである．これは縄文晩期

を主体とするが，中期末～後期，及び，弥生土器恚出土七だ／これは僅少な晩期土器のＢ)の貴重

な資料であるよこの晩期土器については，刻目突帯を持たない深鉢と黒色磨研浅鉢の一群を倉岡Ｉ

式に√口縁部下に一条の刻目突帯を有するものを倉岡Ｈ式土器として↓編年がなされでいる65)

　4・居徳遺跡群(図14－78)

　土佐市高岡居徳の高岡平野北部にあり，高岡市街地上め自然堤防によづて閉塞された後背湿地に

立地し，標高は約８ｍである．この後背湿地中には√:埋没残丘が随所に残っ七いるが, 1997 ・98年

の調査で↓その斜面部から縄文時代を中心とする遺物の堆積層が形成されていることが明らかとなっ

た．調査区南部の１区からは，晩期末・弥生前期土器が混在しで出土しレ北部め４区からは後期中

葉～晩期の土器が多量出土ている．また，４区中央部の埋没旧流路からは，晩期中葉に伴うものと

考えられる鍬２点と漆製品が出土した．これらの斜面堆積遺物は,I地表下約２～３ｍに達してい

る66)　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．･　レ　　　　　ｊ

　５・北高田遺跡(図14－79)　　　　　　　　　　∧　　　　＝　　　/

　土佐市高岡町乙北高田及び西山の高岡町市街地西方1.3km付近に展開しており,＼通称西山と呼ば

れる残丘の西裾部及び低湿地に埋没している微高地に立地していで，現地表の標高は約６ｍである.

1998年の調査で，微高地上から後述する弥生後期の集:落址が，山丘斜面からは縄文晩期土器・石器

が多量に出土した．後者の晩期土器は晩期中葉の倉岡Ｉ式や，土器の深鉢と黒色磨研浅鉢を主体と

し，少量の刻目突帯文土器が出土した．石器は磨製石斧９点・打製石斧２点卜石錘６点・叩石・砥
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石が出土しており，磨製石斧は７点が蛇紋岩製である．これらの遺物は丘陵上にあうたと考えられ

る集落址から廃棄されたものである.倉岡遺跡で提唱尚された=倉岡Ｉ式土器の実態を明らかにできた

ことも成果の一つである67)　　　　　　　　　　　し　ｊ　．･　〉･　　　ｊ　･･･ １　　‥

　６ ・西分増井遺跡(図14－85)　　　　　　　　＼……　……=　　　犬

　吾川郡春野町西分の新川川左岸に形成された自然堤防上に立地し，標高は約3.8mである. 1989

年の調査で，縄文後期・弥生時代の集落址が検出されたご縄文時代の遺構は長軸１ －２ｍの楕円形

の浅い土坑で，９基検出した．土器は後期中葉の片粕式土器を中心に√△後

が出土した．検出遺構も当該期に属するものであろう=．石器は右鏃29点・磨製石斧２か･打製石斧

３点・石錘５点=･石棒１点などである．石鏃の岩質はサヌカイトが22点・チャートが７点・磨製石

斧は安山岩犬･凝灰岩で，打製石斧は全てチャート√石錘はヂャ≒ﾄ尚･砂岩プ流紋岩であり√石棒は

結晶片岩である．打製石斧は全て分銅形で，石錘は碑石錘であらて，長軸の両端を打ち欠いたもの

である68).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　几

　７●永野遺跡(図14－59)　　　　　　　　　　　　　　/　　　/

　高岡郡葉山村永野西ノ切レの新荘川中流域の左岸に発達した河成中位段丘上に立地し，標高は約

69mであ芯．ここでは1977年と1983年に，小規模な調査が行われた，中央部では出土例の少ない前

期の彦崎Z1 ・ Z2式，中期初めの船元式，後期前葉の下益野式や松ノ木式，後葉の彦崎ＫＨ式や伊

吹町式土器などが出土している．石器は77年の調査で，石鏃71点.ﾆ石錐２点・石錘i2点・磨製石斧

２点が出土した．石鏃の岩質はサヌカイト42点・チャフド26点･ﾉ姫島産黒曜石２点･＼粘板岩１点で

ある．姫島産黒曜石製の２点は早～前期に時期同定されてい/るレ当遺跡は出土土器･の時期幅から見

て，拠点的な大規模集落である可能性が高い69).　　ニ

　８●姫野々上町遺跡(図14－60)　　　　　　　　　　　　　=犬　　　　　　　　　　　ダ

　葉山村姫野々車床に所在し，永野遺跡の下流約lkmにある．新荘川左岸の河成中位段丘上に立地

し，標高は約60mである. 1982年に小規模な調査が実施されて√ﾀﾞ県下では極めて僅少な晩期前葉の

土器が比較的まとまって出土し，しかも，当該期の竪穴住居が１棟検出されているト竪穴住居は全

体の半分程度の検出であるがレ1辺約３ｍの隅丸方形プランを有するものである．晩期の住居とし

ては県内唯一の例である70)　　　　　　　　　　　　　　　　グ

Ｂ－２)物部川流域と香長(高知)平野中央部

　１ ・奥谷南遺跡(図14－90)　　　　　　　　　　　　/　………

　前述めように，ここでは旧石器時代～縄文時代を中心とする遺物が層序ごとに出土している．草

創期に属する遺構は岩陰南斜面テラスにおいて，長軸2.5mの楕円形の竪穴状遺構を検出しており，

埋土中より隆起線文土器・隆帯文土器・細石刃などが出土している．これらの土器は鹿児島県の掃

除山遺跡や拵ノ原遺跡などの南九州で注目を集めている土器群に属するものであり，四国での出土

は当遺跡が唯一の例である．草創期の石器は槍先形尖頭器・神子柴形局部磨製石斧・有溝砥石など

である．槍先形尖頭器は20本出土しており，その内12本がサヌカイト，８本がチャートである．前

述のように，旧石器時代にはサヌカイトは認められていないことから,上これの本格的な流入が草創

期から開始されたことを示すものである．この他に，早期～後期の土器も出土しており，早期の土

器には南九州の平拵式土器，前期は瀬戸内の羽島下層式や彦崎Z2式土器などが認められる48)

　2●栄工田遺跡(図14-91)　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　/　　　　　　‥

　南国市岡豊町の奥谷南遺跡の北400mにある．奥谷南遺跡と同様に，扇状地形の奥部に立地し，

標高は約11mである. 1993年に調査がなされており，包含層からは後期から晩期の遺物が出土して

いる．後期土器は片粕式土器や伊吹町式土器が見られ，晩期は後葉の刻目突帯文土器を主体とする
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が，中葉に属するものも見られる．石器では蛇紋岩製の磨製石斧が大量に出土している”)．

　３・田村遺跡群(図14-92)

　南国市田村に所在し, 1980年～83年，96年～2000年にかけて大規模な発掘調査が実施されており，

縄文後期から近世の大集落址であることが判明している．遺跡は物部川右岸に形成された自然堤防

上に立地しており√30万�以上の広がりをもっている．標高は６～８ｍで，海岸線からの距離は約

3kmである．縄文時代の遺物は遺跡中で，３地点から後期中葉と後葉の土器・石器が集中的に出土

している．これらは殆どが包含層出土であるが，中葉の土器は片粕式土器と鐘崎式土器である．特

に後者については九州以外の場所でのまとまった出上例は今回が初めてのことであり，これらの交

流を考える上で注目される．石器は1980～83年の調査で，打製石斧が50点・磨製石斧が４点・石錘

が22点・石鏃が７点出土している．打製石斧の形態は分銅形・撥形・短冊形が見られ，石材は殆ど

が物部川から供給された転石の白亜系泥質砂岩である．石錘は扁平楕円状でディスク形の河原石の

両端を打ち欠いたもので，重量は40～300 g とばらつきがある．石鏃は全てサヌカイト製であるが，

他の石器に比して出土量が少ない．

　後述のように，当遺跡からは弥生時代の水田址が検出されているが，縄文後期の層準からもイネ

とツバの花粉が検出されている．特に，後者は長期にわたって連続して出現している．花粉分析を

行った山中三男氏は，｢縄文後期～弥生時代前期にかけて，イネとソバが同一場所で栽培されてい

た｣と述べている．多量の打製石斧はイネやソバの栽培に使用されたものであろう72) 73)

　4・林田シタノヂ遺跡し(図14－94)

　香美郡土佐山田町林田の物部川左岸に形成された低位段丘の土佐山田層上に立地し，標高は約58

mである. 1992年の調査で，縄文時代中期末～後期初頭・晩期の遺構・遺物が確認された．中期末

～後期の遺構は89×64 cm深さ47cmの楕円形の小土坑である．土坑の性格は不明であるが，埋土中層

から，上胴部に区画文を配した深鉢が２個体出土した．晩期は円形の小土坑が検出されて，晩期中

葉と考えられる深鉢と浅鉢が埋土中から出土した74).

　5・美良布遺跡(図14-96)

　香美郡香北町美良布ヘイの物部川中流左岸の低位段丘の美良布層15)上にあり，標高は約120 mで

ある. 1969年と90年に調査が実施されており，69年の調査で出土した晩期中葉の土器について，岡

本氏は美良布式土器と命名した.90年の調査では，当該期のピットと土坑が検出され，埋土中より

美良布式土器の深鉢・浅鉢が出土している．また，極少量ながら，蔦島式土器と考えられる早期の

無文土器が出土している75) 76)

Ｂ－３)吉野川流域の遺跡

　１・飼古屋岩陰遺跡(図14－97)

　香美郡土佐山田町繁藤飼古屋の吉野川支流，穴内川の上流域にあり，急峻な谷の下方に開口した

チャート巨岩の岩陰であって，標高は350～360 mである. 1982年に調査が行なわれており，早期の

遺物を主体として中・後期の遺物が少量出土している．早期の土器は神宮寺式に比定できるネガティ

ブな押型文と，これに後出する黄島式併行の山形文や楕円形の押型文土器が出土しているi石器は

石鏃が327点出土しており，殆どが早期に属するものと考えられる．石材の岩質は70％がサヌカイ

トで，姫島産黒曜石が２点，他はチャートである77)

　2・松ノ木遺跡(図14･18－98)

　長岡郡本山町寺家落合，松ノ本の吉野川本流に汗見川が合流して，流向が東北方向に大きく転じ

た所に，舌状に張り出した低位段丘の大瀬層の南端部に立地し，標高は約250 mである. 1990年か

ら５次にわたる発掘調査が行われ，松ノ本式土器の型式設定を始め，多数の成果を納めて注目され
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ている．土器は縁帯文成立期の松ノ木式土器が多いが，前期ト晩期まで出土していて長期にわたっ

て営まれた拠点的集落として位置付けることができる.ﾚこ＼れは松ノ木遺跡が吉野川上流域にあって

最も発達した河成中位段丘の大奈路層上にあることと,]太平洋岸と瀬戸内との丁度中間地点に位置

することから，南北交流の要衝としての役割を果していたからに他ならない．　･.

　松ノ木式土器は１次・５次調査において大量に出土して==いるがにそめ多ぐは段丘斜面の谷状の落

ち込みから廃棄された状態で検出された．器種組成は有文深鉢.j粗製深鉢・有文浅鉢・無文浅鉢・

双耳壷などから成っている．有文深鉢は内面施文を特徴とし先行型式の宿毛式土器と福田K2式土

器の両者の特徴を有している．有文浅鉢は深鉢とは全く異なった文様構成を持ち，かつ，バリエー

ションが豊富である．先行型式に比べると，･浅鉢の比率が多いことも特筆すべきものである．また，

粗製深鉢が定量出土するのも本型式からである，本型式は四国島内はもとより，鹿児島・宮崎・佐

賀・島根など西日本各地から出土例が知られるようになうyた.＼　犬

　石器は石鏃・磨製石斧・石錘･石包丁状石器・石匙・挟状耳飾などが出土している．石包丁状石

器は５点出土しており，全てサヌカイト製で，両端もしぐは片側の端部に扶りを持つもので，雑穀

類の穂摘み具と考えられる．石錘は１～４次調査までに108点も出土している．結晶片岩や御荷鉾

緑色岩の河原石の両端を打ち欠いたもので，重さは100:g未満めものが殆どである．訣状耳飾りは

２点出土している．２点とも欠損品であるが，１点は泥質片岩,＼他の１点は滑石製であって小孔が

穿たれている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　：　　　　　　づ

　遺構は少ないが，宿毛式段階の竪穴住居１棟と松ノ本式段階の土坑が数基検出されている．竪穴

住居は直径３ ｍ足らずの小型であるが，後期の住居どしては本県で唯十の]例であるいこの他に，自

然遺物としてイノシシ・シカ・マダイの骨片が出土七てお万り√=土器胎土からはイネのプラントオパー

ルも検出されている．松ノ本式土器は成立期の縁帯文土器のみならずレ後期土器全体の中で，構造

的な変革をもたらした大きな画期として位置付けることができよう．これは石包丁状石器やイネの

プラントオパールにも見られるように，生業の変化に照応七た現象として理解することができよ

う78)-81)

３）弥生時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……ﾚ……………　………＝

　弥生時代の遺跡は県下で400例余りが確認されていゐが,＼ごこではＡ）西部については一括して

述べ，Ｂ）中部ではＢ－１）物部川流域・Ｂ－２）仁淀川流域・Ｂト3）吉野川流域に分けて述べるこ

とにする．なお，Ｃ）にはあまりみられない．　二　　　　　十　　　　　二ノ

　さて，その分布はＢ）に多く見られ，Ａ）には少なくてレ縄文時代とは逆の傾向を示している．

特に，土佐市から南国市を中心とした香長平野付近に密集jしており,＼縄文時代に盛行したＡ）の四

万十川中・上流域や海成中位段丘上には全くと言つてよいほど，分布が認められない（図19).こ

れらの分布の相違についての原因の解明は実に興味深いものがあるj

　かつて，南四国の弥生文化は九州に近いＡ）で最も早く成立=し，次第にＢ）方面へ伝播したと理

解されいた．しかし，中央部の田村遺跡の近年め発掘調査の進展=により，それとは逆に，Ｂ）の中

部瀬戸内からまず香長平野に伝わり，ここから東西に伝播したことが明らかとな:つた82)また，Ｂ）

でもＢ－１）仁淀川流域どB-2)物部川流域とでは√土器め特徴に大きな相違があることが明らか

になり，より細かな地域の特性が明確になりつつあるレたとえば，田村遺跡では最古の弥生土器が

純粋な状態で展開しているのに対して，Ａ）の入田遺跡やB-1)の居徳遺跡などでは晩期土器と共

存する二重構造をとっている．土器型式におけるこの種jの二重構造は，）周辺現象として理解すべき

ものである83)また，田村遺跡では前期の初期の段階からいわゆる大陸系磨製石器が全てそろって

いるのに対して，Ａ）ではこれらは前期を通じて見られないのである荒犬　　＼
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図18　松ノ木遺跡出土の遺物
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　更に，弥生文化成立期の遺跡として，田村遺跡が最も注目されるがごこれは安定した自然堤防の

形成と共に，潟湖(これを土佐潟湖Tosa Lagoon と定義しか106)に臨む津Fordと七ての機能を当

初から有していたことが遺跡立地の前提にあったもの考えられる．前期前＼･中葉め遺跡は，Ｂ－３)

の吉野川流域を除けば，Ｂ)の香長平野を始めとする沖積平野に分布するが，その数は少ない．し

かし，前期初頭に出現した松菊里型住居を含む集落は香長(高知)ﾆ平野と朝鮮半:島の関係を知るま

で注目すべきものである．また，前期末葉になるど, B-1)仁淀川流域とB-2)物部川流域など

の上・中流域を始め，全県下的に分布が認められるよようにな石．前期末に成立した遺跡は中期中葉

まで継続するが，それ以降は消滅する場合が多い.)中期後葉から後期前葉に至ると，新たな画期を

迎える．すなわち，田村遺跡が最大規模の拠点集落に成長すると共に√遺跡数が飛躍的に増加する．

平野部の遺跡に加えて，いわゆる高地性集落や丘陵上め集落，あるいは，龍河洞洞穴遺跡24)のよう

に，洞穴内に遺跡が営まれるのもこの時期の特徴である．また, B-1)仁淀川下流域の高岡平野

の低湿地中に安定した微高地が形成され，集落が出現するのも後期前葉である．

　この時期の文化現象として注目されることは，Ｂ)の香長平野では凹線文土器や瀬戸内系の甕が

盛行するめに対して，Ｂ－ １)仁淀川流域以西の地域で:は櫛描文土器と土佐型甕が多用されること

など4こ示されるように，東酉で異なった土器文化圏が形成されることである．このことと，青銅祭

器に見られる東西の相違，すなわち，銅鐸と銅矛の分布の相違ごとは√恐らく無関係ではなかったで

あろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･.

　ともあれ，中期末から後期前・中葉は，南四国における弥生文化め最盛期として捉えることがで

きる．そして，その中心は田村遺跡であり，南四国のみならず，広く西南日本外帯に開けた拠点集

落として位置づけることができる85)しかしながら,上後斯後葉から末に至ると，田村遺跡や下ノ坪

遺跡などそれまでの集落遺跡が急速に解体して終焉を迎えるのである．その後の遺跡は，これまで

あまり分布がみられなかった長岡台地などの浸食段丘上に展=開するようになりレ遺跡数は爆発的に

増加する．伝統的集落との断絶や新集落の急増は，竪穴住居の形態や土器様式の変化を伴っており，

まさに，構造的変化として位置づけなければならない．劇的とでも言うべきこの変化は，古墳時代

出現前夜という激動期における南四国の状況を示すものである岬.＼　し

Ａ)西部地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥

　１●人田遺跡(図19-119)　　　　　　　　　　　　　　し　１　　　　　　　　　●．

　中村市人田佐田ケ原の四万十川右岸の自然堤防上に立地し，標高は約13mであるが，現在は堤防

の外側に位置している. 1951年に弥生式文化総合研究特別委員会によって発掘調査が行なわれて，

考古学史上著名な遺跡である．地表下3.5m～4mに形成された遺物包含層から,＼晩期終末の入田

Ｂ式土器と共に，遠賀川式土器(人田Ｉ式土器)が出土七た．入田Ｂ式土器は２条の刻目突帯を有

する深鉢を特徴とし，少量の壷と浅鉢が見られる．人田工式土器は四国で最古の弥生土器として位

置付けられ，Ａ)西部から束に向かって弥生文化が伝播:=した根拠とされてきためである．しかし，

最近では，田村遺跡出土の遠賀川式土器の中に，人田Ｉ式土器よりも型式的に古い土器の存在する

ことが明らかとなった．従って，従来の知見とは逆に,ﾄ香長平野からj西部に向かって弥生文化が伝

播して行ったと理解しなければならない．人田遺跡からは62点もの打製石斧が出土しているが，約

８割が撥形で占められていて，短冊形が一般的であづだ先行時期どぱ形態に大きな相違が認められ

る．また，打製石包丁も出土しているが√石鏃は見られなjい．二めような石器組成は生業の変化を

示すものとして興味深い54) 87)　　　　　　　　　　　＼　　‥‥‥‥

　2・国見遺跡(図19－120)　　　　　　　　　　　　＝　‥　‥‥　‥‥‥‥　‥　‥　　上

　前述した国見遺跡からも前期中葉の土器がレ竪穴状の落ぢ込みから比較的ま/と)まって出土してい
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表６　高知県下の主要な弥生時代遺跡一覧表゜

NO 遺跡名 時期 NO 遺跡名 時期 NO 遺跡名 時期

１ 田村遺跡 前～後期 144 赤鬼遺跡 後期 87 ジヨウマン遺跡

２下ノ坪遺跡 後期 145 朝倉遺跡 中期 88 清近岡遺跡 中・後期

３上岡遺跡 前～後期 146 坂口遺跡 89 宮ノ上遺跡

４野口遺跡 後期 147 寺門遺跡 後期 90 シガ屋敷遺跡

５平杭遺跡 // 148 バーガ森北斜面遺跡 中・後期 91 清水寺岡遺跡 中・後期
６表中内遺跡 49 大用遺跡 後期 92 岡遺跡

７金地遺跡 50 西分増井遺跡 前・後期 93 安田八幡宮遺跡 前期

８岩村遺跡 前・後期 51 馬場末遺跡 後期 94 ホウゼンジ谷遺跡

９ 原遺跡 中・後期 52 山根遺跡 前期 9S 岡地遺跡

１０ひびのき遺跡 後期 53 仁ノ遺跡 Z「 96 土生岡遺跡

１１稲荷前遺跡 中期 54 初平ヶ岩屋洞窟遺跡 中期 97 立町遺跡

１２林田遺跡 後期 55 用石遺跡 中・後期 98 戎町遺跡

１３龍河洞洞穴遺跡 中・後期 56 本町遺跡 後期 99 正毛遺跡

１４深淵遺跡 後期 57 北高田遺跡 //
100 コヤガ谷遺跡

１５本村遺跡 中・後期 58 倉岡遺跡 101 下里遺跡
１６下分遠崎遺跡 前・中期 59 江良潭遺跡 // 102 野根遺跡

１７十万遺跡 後期 60 入沢遺跡 １０３ ゴセン遺跡

１８拝原遺跡 前・後期 161 森光遺跡 １０４ 志和遺跡

１９幅山遺跡 後期 62 徳安遺跡 105 大鶴津遺跡 後期

20 美良布遺跡 前～後期 63 居徳遺跡群 前・後期 106 奈路遺跡

２１北屋敷遺跡 64 野田遺跡 //
１０７ カマガ遺跡

22 西分遺跡 65 本郷遺跡 後期 １０､８ 神の西遺跡 後期

23 清水遺跡 66 波川北遺跡 109 西川角遺跡

24 大篠遺跡 前期 67 瑕又遺跡 １１０ 宮内遺跡 //

25 里改田遺跡 後期 68 長野遺跡 １１１ 川口遺跡

26 中屋敷遺跡 // 69 佐川高校校庭遺跡 １１２ 越の下遺跡

27 岩坂遺跡 70 岡崎遺跡 １１３ 早咲遺跡 後期

28 上栗山遺跡 後期 ７１岩井口遺跡 後期 １１４ 佐岡遺跡 //

29 三里中学校遺跡 72 塚谷遺跡 １１５ 岩崎山遺跡
30 介良遺跡 前期・後期 73 ニノ部遺跡 後期 １１６ 吹越山遺跡 //

３１小熊遺跡 // 74 椎木谷遺跡 １１７ 池本遺跡

32 東崎遺跡 後期 75 姫野野遺跡 １１８ 島の宮遺跡

33 三畠遺跡 中・後期 76 長野遺跡 １１９ 入田遺跡 前期

34 栄工田遺跡 前・後期 77 清水遺跡 20 国見遺跡 jゞ

35 奥谷南遺跡 後期 78 坂本太平遺跡 前期 １２１ 西ノ谷遺跡

36 秦泉寺北遺跡 // 79 下モ田遺跡 122 芳奈遺跡 後期

37 かろう一と遺跡 80 大畑遺跡 123 芳奈向山遺跡 /7

38 初月遺跡 81 銀杏ノ木遺跡 前・後期 124 森遺跡

39 福井遺跡 中・後期 82 天神前遺跡 後期 125 福良遺跡

４０舟ヶ谷遺跡 後期 83 永田遺跡 126 ムクリ山遺跡

41 神田遺跡 84 松ノ木遺跡 前～後期 １２７ 田ノ内遺跡

42 柳田遺跡 前・中期 8S 高笹遺跡 後期 128 五味遺跡

43 上本宮町遺跡 後期 86 黒島遺跡 129
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る．壷は遠賀川式土器としでの特徴をもっているが，甕は型式としては未確立物が多い62)

　3・西ノ谷遺跡(図19－121)

　中村市江ノ村西ノ谷の中筋川右岸の低湿地に開口する谷平野に立地し，標高は約７ｍである．こ

れは前期末の遺跡で，２基の土坑と１条の溝を検出している．遺構検出面は地表下2.5mの所にあ

り，厚い粘土層・腐植土層に覆われている．各遺構及び遺構検出面からは一括性の高い前期末の土

器が多数出土しており，Ａ)西部の土器編年を組む上で重要な基準資料となっている．これらの土

器の中には，香長(高知)平野では見られない九州豊後地方との共通性を有する土器もまとまって

出土しており，地域性を示すものとして注目される．また，土器の９割以上を甕が占めるなど組成

においても大きな特徴が認められる．石器も大陸系磨製石器が全く見られないなど，香長(高知)

平野とはその様相を大きく異にしている．これらの相違は，弥生文化の成立が両地域間で大きく異

なっていることを示すもので注目すべき現象である83)

Ｂ)中央部

Ｂ－１)物部川流域

　１・田村遺跡(図19－ 1， 20, 21)

　物部川右岸に形成された自然堤防上に立地する前期初頭から後期に至る集落址である．ここでは

２度にわたる大規模調査が実施された結果，総面積20万�以上√竪穴住居は400棟以上を擁する西

日本屈指の拠点集落であることが明らかとなった．この遺跡が形成される頃には，この前面には前

述した閉塞性の土佐潟湖が発達し，物部川は幾筋もの流路となってこの土佐潟に注ぎ込んでいた

(図８)．前期初頭の集落は潟湖に臨んだ最南端の地点にあり，標高は約６ｍである．ここからは，

松菊里型住居を含む竪穴住居10棟・掘立柱建物15棟などから構成される大規模な集落が検出されて

おり，弥生文化成立期の集落の具体像を示すものとしては他に例をみないものである．前期前・中

葉になると，より高い北方の自然堤防に移動して，環濠を巡らしている．環濠の中には貯蔵穴と考

えられる土坑が数多く存在し，竪穴住居は環濠の外に営まれれている．中期前半ではその集落規模

は縮小するが，この間に，前期に存在した自然流路が洪水で氾濫した砂篠で埋没し，より広い安定

した生活空間が形成される．中期末から後期に至ると，集落規模が飛躍的に拡大し，拠点集落とし

ての様相を整えるようになる．後期前半には最盛行期を迎え，竪穴住居や掘立柱建物の他に，巨大

な柱を待った望楼も出現するようになる．田村遺跡からは現在400棟以上の竪穴住居と200棟近い掘

立柱建物が検されているが，その大半が中期末～後期前半に属するものである．また，この時期に

は，高松平野からの搬入土器や東･南九州系の土器が出土している．このような展開は，当地が黒

潮ルートと中部瀬戸内とめ交流の要衝として重要な役割を果し，南四国のみならず西日本外帯に開

けた拠点集落であったことを示している．しかし，後期中葉のうちに集落内に掘り巡らされた溝は

全て埋没し，集落は急激に衰退して，やがて消滅する．これは古墳時代社会の出現という新たな政

治的社会の形成のと深く関わっているのであろう89) 91)

　２・下ノ坪遺跡（図19－ 2 ）

　香美郡野市町上岡下ノ坪の物部川左岸の沖積低地にあって，標高13m前後で，河口からの距離は

約3kmである. 1994～96年にかけて調査され，後期前半を中心とする集落遺跡であることが明らか

となった．遺跡の初現は前期末に遡るが，竪穴住居が営まれて本格的な集落としての様相を整え始

めるのは後期からである．竪穴住居は後期前・中葉に属するものが15棟確認されているが，遺跡の

規模からすれば，70棟前後を擁する集落を想定することができる．住居址の中には，直径11mを越

える大型のものもあり，80個のガラス玉や鉄鏃・ヤリカンナなどの鉄製品も多く出土している．遺
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構は竪穴住居の他に，土坑や溝・壷棺などが検出されているレ当遺跡の最盛期は田村遺跡のそれと

一致するが，終焉においても同時期で，同様の運命を辿っている92)ノ　　……

　３・下分遣崎遺跡(図19-16)　　　　　　　　　　　　　………　……

　香美郡香我美町下分遣崎の香宗川左岸の沖積地にあって，標高は約8/ｍである．ここでは1986年

以降４次にわたる調査が実施されている．前期末かち中期中葉にかけての比較的短命な集落遺跡で

あるが，低湿地に立地することから，県中央部では唯一の木製品を初め,ニ自然遺物が出土している．

遺構は掘立柱建物・土坑・溝の他に，土器焼成土坑と考えられるものが検出された．前期土器は少

量の遠賀川式土器と共に，極めて地域色の濃厚なものが出土している．中期土器は更に地域性を強

めているが，田村遺跡で得られなかった一括性の高い資料が多量に出土しており，土器編年上貴重

な資料となっている．木器は鍬・鋤・石斧柄などが未製品と共に出土七√柱穴や溝からは大小の柱・

建築部材も出土している．動物遺体はシカ・イノシシ・ツキノワグマ・カツオなどの脊椎が出土し

ている．植物種子では，イネ・メロン・ドングリ・ヤマモモ・ヒョやゾタンなどを挙げることができ

る．また，イネのＤＮＡ分析の結果，熱帯ジャポニカの存在も用らかとなづている93) M)

　4・拝原遺跡(図19－18)　　　　　　　　　　　　　　　…　……　………

　香美郡香我美町上分拝原山南川右岸の浸蝕低位段丘上にあり√標高は約19mである．これは後期

後半から古墳時代前期にかけての集落址で，11棟の竪穴住居や掘立柱建物プ土坑・溝などから構成

される．香長平野付近では，弥生前期以来の拠点集落であった田村遺跡が消滅した後に，後期後半

に始まって古墳時代前期まで営まれる集落遺跡が多く認められるよう尚になるがレ当遺跡もその典型

例として位置付けることができる．拝原遺跡の周辺にも稗地遺跡･十万遺跡.万幅中遺跡などのよう

な遺跡が見られるが，これらはすべて河川に臨む低位段丘の土佐山田層上に立地七ている95)

　5・本村遺跡(図19-15)　　　　　　　　　　　く　　　ノ　　ニ犬

　香美郡野市町本村の三宝山系から派生した丘陵地の南端部に立地し，標高は約30mである．中期

末から後期前半に営まれた集落址で，竪穴住居６棟・土坑３基・溝な＼どが検出されている．当該期

には丘陵上に営まれるこの種の集落址やいわゆる高地性集落と呼ばれる山上の集落址が多く認めら

れる．また，南国市の奥谷南遺跡や高知市の福井遺跡･朝倉遺跡なども挙げることができるが，同

時に，龍河洞洞穴遺跡や初平ヶ岩屋遺跡などの洞穴遺跡24)も営まれる丿両者の集落の出現の背景に

は共通の要因が考えられる96)-98)　　　　　　　　　　　　　十

　６●林田遺跡(図19-12)　　　　　　　　　　　　　　　　j十

　香美郡土佐山田町林田の物部川左岸の低位段丘Ｉの土佐山田層上に立地し，標高は約53mである．

これは後期末を中心とした集落址であり, 1983年以来√調査が実施されて竪穴住居17棟・土坑等が

検出されている．竪穴住居は円形・隅丸方形・方形が見られ√大きさも直径10m程の大型のものと

３～６ｍ程度め中・小型住居がある．これらのうち若干の竪穴住居には√廃屋に伴う一種の祭祀行

為と考えられる土器の集中廃棄や河原石の集石が見られ，注目される．この他に，鉄鏃やヤリカン

ナなどの鉄器や水銀朱の付着した磨石も出土している．当該期の集落遺跡は対岸のひびのき遺跡や

ひびのきサウジ遺跡にも見られる99)-102)　　　　1　　　く　‥　二　　＼　．¨･

　７・小龍遺跡(図19－31)　　　　　　　　　　十　　　　　∧．，

　南国市岡豊町小寵の通称長岡台地と呼ばれる浸食低位平坦面め西端で，まさに沖積地に埋没する

転換点に位置し，標高は約６ｍである．まず，前期末に確認延長30m:･幅2.4m ・深さ1.2mの大溝

か掘削される．浸食平坦面で検出した大規模な遺構としては最古めもｹﾞめであり，長岡台地の開発史

上注目すべき遺構である．その後，中期は空白であるが，後期中葉に至９で本格的な集落形成が開

始され，後期末から古墳時代前期初めに盛行する集落址である．現在の沖積地には浦戸湾から続く

海面が広がっており，津Fordとしての機能を持づた集落として捉えること)ができよう．後期中葉
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～古墳時代前期までの竪穴住居は22棟確認されているが，遺跡の広がりから類推すれば, 100棟以

上を擁する大規模な集落を想定することができる．出土遺物で注目すべきは，阿波・吉備・河内産

の土器が搬入されていることである．後期末・古墳時代初頭の竪穴住居には，林田遺跡で見られた

ような廃屋に伴う祭祀行為が認められる．なお，南国市域には当該期の集落として五軒屋敷遺跡・

束崎遺跡・金地遺跡・岩村遺跡・里改田遺跡などが知られている1°3).

Ｂ－２)仁淀川流域

　１・西分増井遺跡(図19－50)

　前述した縄文遺跡との複合遺跡であり，弥生時代に属する遺構は前期の竪穴住居３棟と土坑16基

を検出している．竪穴住居の１棟は直径3.5mの小型住居であって前期中葉に属するものであり，

仁淀川水系では最古の住居として位置付けることができる．しかも，これは松菊里型住居であって

注目される．他の２棟と土坑の多くは前期末のものであるが，南四国特有の土佐型甕が認められな

いことから，この時期は前期末の中でも古い段階に同定することができる．当遺跡はこれ以後，中

後期を通して遺構・遺物の検出が認められず，古墳時代前期初頭になって再び集落が形成される68)

　2・仁ノ遺跡(図19-53)

　春野町仁ノの仁淀川河口の東側に開けた小規模な平野に立地し，標高は２ｍ前後で，海岸線との

距離は600mである．遺構は確認できていないが，晩期土器を伴わずに前期前半の土器がまとまっ

て出土している．当該期の土器がまとまって出土した例は，田村遺跡を除くと当遺跡が最初である．

対岸の居徳遺跡群では当該期の土器が縄文晩期土器を伴って出土しており，香長(高知)平野にお

ける弥生文化の成立を考える上で重要な遺跡である．

　３・北高田遺跡(図19－57)

　前述の縄文晩期土器が出土した山丘斜面西方の沖積低地の微高地にあり，標高は約６ｍである．

遺構検出面は現地表下0.5～1mで，厚いシルト層に覆われている．後期前葉に営まれた集落遺跡

で，竪穴住居１棟と掘立柱建物13棟・土坑多数を検出している．掘立柱建物を主体とする集落址と

しては，県下で他に例を見ないものである．この要因が低湿地という立地にあるのか，それとも他

に起因するのか，現状では判明し難い．また，これらの掘立柱建物の多くには，溝状土坑が伴って

おり，田村遺跡の前期初頭の掘立柱建物に伴う舟形土坑との関連性の有無が注目される．当遺跡の

遺構検出面の下層に断続的に堆積した層準からは，イネとヒエのプラントオパールが大量に検出さ

れており，水田であった可能性が高い．また，ササ類が随伴していることから，かなり乾燥した状

態で堆積が進行していたことが考えられる．

　高岡平野で最も広大な面積を占める沖積低地は，波介川によって形成され，この川は対岸の春野

町の新川川に連続していて，弥生時代後期にはかなり乾燥した安定した空間が確保され，そこに集

落が形成され始めたことを示すものである．このことは当地域の土地変遷・開発史上重要な事項で

ある67)

B-3)吉野川流域

　１・銀杏の木遺跡(図19－81)

　長岡郡本山町本山東畑の吉野川右岸の高位段丘の大奈路層上に立地し，標高は約246 mである．

遺物包含層中から前期前半の土器が出土している．四国山間部で最古の弥生土器であり，この地が

中部瀬戸内から香長(高知)平野に弥生文化が伝わる中継地であったことを示している．検出遺構

は後期中葉の竪穴住居２棟と同後葉の竪穴住居が１棟・土坑等が見られ，当該期の良好な一括資料

が得られている．後期中葉の土器は香長(高知)平野とは異なった特徴を有するもので，小地域土
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器分布圏の形成を知ることができる．吉野川流域においては当遺跡め他に↓中期末の大溝を検出し

た松ノ木遺跡や後期中葉の土坑一括資料の出土した永田遺跡を挙げることができる104) 105)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　と　め　　上　レ●．．．ｌ>．ト．●

　高知県の第四系及び土佐湾の海底や考古学的調査の結果，以下のようなことが明らかになった．

　　１．南四国の高知県では第四紀において，大きな環境の変化が起こっている．特に，主要な河

川流路は顕著な河川争奪を起こしている．たとえば√物部川は上韮生川が本流であり，第四紀の初

頭から現在に至るまでほぼ現在の流域を流れていてレキク属め種め分布の相異などの主因となり，

物部川バリアと定義している．しかし，仁淀川は現在め鏡川を通じて東流し，物部川下流域から土

佐湾に流入していて，これを古土佐川と定義した．またレ四万十川も現在の伊与木川を通じて，古

土佐湾に流入しており，これを古四万十川と定義した．

　２．以上を通じて，物部川や仁淀川・四万十川の変遷史が↓ネオテクドニヅクスや海水準変動と

の関連において明らかにされ，各時代での古環境図を明らかにしたレ

　３．高知県下の考古学的に最古の遺跡は旧石器時代の約２万年前の最終(ウルム)氷期以降であ

り，後期更新世の低位段丘形成以後に相当する．　　　　　‥

　４．更に，考古学的な諸事実からは次のようなことがわかった．まず，旧石器時代の遺跡は約20

箇所であるが，縄文時代では約300箇所に増加するトまた，弥生時代になると約400箇所になる．

　５．旧石器時代の特徴については，Ａ)西部・Ｂ)中部にあっ＼で海成中位段丘上・主要河川の上

流域や平野縁辺の山麓・段丘上にもあり，石材の岩質は現地生のチャーノトプ頁岩を使用していて，

次の縄文時代以降のような瀬戸内・九州からの搬入は殆どみらﾚれない:レ　　　丿

　６．縄文時代の遺跡は，Ａ)西部に集中しているがに草創期・早期々はオープンサイドや岩陰遺

跡・洞窟遺跡であり，主要河川の上・中流域にある．中期末葉では沖積平野の縁辺部に進出し，後

期では平野に出てきて遺跡規模も拡大し，それらの数も飛躍的に増加す,る．文化内容としては，黒

潮を介した東・南九州との交流や瀬戸内との南北交流のグ=ロスロニドとしての南四国の位置の確立

が認められる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………………

　７．弥生時代になると，Ｂ)香長平野中央部は環瀬戸内の文化圏に属し，田村遺跡で弥生文化が

成立し，ここから束西部に伝播していったことが明らかと＼ならだ.．こﾚれは縄文時代以来の南北交流

のルートにのったものであり，当該期の田村遺跡が自然堤防,し及‥びに西南日本外帯に開けた津

Fordとしての機能を有していた土佐潟湖の形成がその背後にあった丁それ以後，田村遺跡は弥生

時代を通して南四国のみならず，西日本外帯に開けた交流の拠点として発展する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝　　　辞っ=　J…………:

　筆者の１人，満塩は1966年に高知大学に赴任七て以来レ第四紀地質の調査などにおいて，多大な

ご援助・ご意見をいただいている，畏友，幡多埋蔵文化研究所の木村剛朗所長の研究成果に負うと

ころが多かったことを明記し，深謝の意を表する次第である，　Ｉ．　･･．　･･　　．･

　また，本報告を行うにあたり，人間・環境変動研究会の方がたには√常に多大のご協力をいただ

いている．これらの方々に心より感謝いたします．　　　‾　‥‥　‥　‥‥　：
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